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結 核 專 門 雑 誌

BeitrageznrKeinikderTuberkulose、Bd.86,H.8,1935

本 號 二…1935年6月13-1J日BadKreuznachニ テ

開 催 セ う レ・タVereinigungDeutscherTuberculosear・

zte,DentscheTuberculose・Gesellschftノ ニ 學 會/演
ロ 　 　

言免ヲ掲 載 シテ アル。

政 治 問 題 トシ テ ノ結 核 豫 防

OttoWaltar:DieTuberkulosebekiurpfungalspol・

itiecheAufgabe.

結 核 ノ診 断 治 療 二關 ス ル 讐 學 ・・最 近 長 足 ノ 進 歩 ヲ途

ゲ タ が結 核症 ハ決 シテ消 失 セ ヌ。之 ・・結 核 性 疾 患 、 諸

種 ノ物 質 的 蛇 ビ ニ精 紳 的/苦 席 ヲ 件 ヒ 杜 會 生活 ト密

接 ナ 關 係 が ア ツテ 賂 學 ノ ミ デ ハ 如 何 トモス ル事 が 出

來+1カ ラ デ ア ル。物 質 的 問 題 ト シテ ハ経 濟 ノ事 ヲ述

べ精 紳 的 問 題 ・・主 二仕 事 場 ヲ失 フ 事 二就 テ 述 ベ テ ヰ

ル。 一際 防 二當 ツテ モ 之 ノ2ツ ノ鮎 ヲ 考慮 ス ベ キ デ ア

ル 。 豫 防 ノ中心 勢 力 トナル モ ノ ハ國 家 、 團 盟 、祉 會 保

瞼 及 福 利 培 進(Wohllahrtspflege)等 テ"是等 が 多 〃 支

局 ヲ持 ツ テ ヰ,レ ノデ ア ル カ"1934年7月 以 來 是等 全 部

ヲー ッ ノ椛 力 ノ支 配 下 二 置 ク楼 ニサ レ・タ。所 デ 階 師/

仕 事 ノ・猜 紳 力 ヲ弧 メ ル ニ アル。.自μ岡 違 ツタ衛 生 思 想 、

例 ヘ バ結 核 症 ヲ蓮 命 ニ ヨル ト考 ヘ タ リ、 膿 質 、物 質 的

障 碍 等 ノタ メ ト考 ヘ ゲ1結 核 菌 ヲ恐V過 ギ タ リ シテ

ヰ ル が衛 生 敏 育 ヲ施 シテ是 等 ヲ指 導 ス ル様 ニス ル 。叉

一 方馨 學 ノ研 究 ヲ 行 フ 外 一 般 ノ燈 師 及慰 學 二從事 ン
の

テ ヰ ル 人 々二學 門 ノ 進 歩 ヲ 敏 へ… 般 ノ 人 々二豫 防 ヲ

實 際 二行 つ 二 ・・ドウ シタ ラ ヨ イ カ ト云 フ 事 ヲ敏 ヘ ル。

(東 京 市療 馬 場 抄 ブ

結 核 症 ノ空 洞 二就 テ

HansAlexander:ZumProblemdertubercu16sen

Kaverne.

喀 疾 中 二蝿 力繊 維 ト結 核 菌 が 見 出 サル レバ 肺 臓 内 二

融 解 作 用 が行 ・・レテヰ ル 事 ハ 確 カデ アル ガ 臨 沐 的 二

空 洞 ヲ取 扱 フ場 合 ・・榛 實 叉 ハ 猛 豆大 以 上 トシタ方 が

ヨ カ ラ ウ。空 洞 ノ自然 治 癒 二關 シテ ハ病 理 學 者 モ認 メ

テ ノ・ヰ ル が小 空 洞 二限 ラ レテ ヰ ル。所 が臨 殊 家 ハ屡 く

林 檎大 ノモ ・モ治癒 ス ル1・ 考 ヘ テヰ ル 。コ ノ雨 者 ノ意

見 ノ相 違 ・・何 ニ ヨル カ。

並 デ著 著 ・・1レ 、線 撮 影 ノ場 合遠 近 法 ニ ヨ ツテ 空 洞 ガ

振 大 サ レル 外 實 際 ノ 組 織 鉄 損 二 相 當 ヌ ル ヨ リ大 キ ク

見 」一ル 諸 原 因 ヲ述 ベ テ ヰル 。先 ヅ 「レ」線 連 績 撮 影 ニ ョ

ツ テ空洞 ガ 急速 二攣i化 ス ル例 ヲ示 シ、其 ノ原 因 トシ テ

膨 化 膣 、Atelektase,弾 力 性 牛 衡 、.表 面 張 力 等/タ メ

空 洞 ガ周 園 ノ組 織 ヨ リ牽 引 セ ラ レ 實 際 ヨ リ大 キ ク見

エル 。其 他 氣管枝 トノ關 係 モ重 大 デ 氣管 枝 が ノくキ イ所

ニ ァル 空 洞 ・・攣 化 シ難 〃、氣 管 枝 が癬 ノ作 用 ヲナ ス場

合 二 ・・空 洞 ガ非 常r一大 キ クナ ル 。コ ノコ1… 殊 二氣 胸

ノ場 合 二 見 ラ レル。其 ノ他 空洞 ノ大 サ ・・空 洞 ノ形 が撮

彫 方 向 二依 ヅテ異 ル場 合、 空洞 ノ獲 生 ノ遅 速 、空 洞 周

園 組 織 ノ性 質 等 二 影響 サ レル 。

實 用 上 カ ラ空 洞 ヲelastischeKaverne1・starreKav・

erne二 分 ツ。後 者 ヲ更 二完 成(fertigノ ト不 完 成(unfer-

tig)ト ニ分 ツ。elestischeKaverne・ ・1彦が マ ソ・マル 〃、

屡 く急 速 二 大 サ ヲ攣 化 ス。多 ク孤 立 性 浸 潤 ヵ ラ生 ズ ル

タ メ鎖 骨・下 ニ アル 事 ガ 多 イ。Drainagebronchusが 開

イテヰ ノレ時 ハ透 硯 二際 シ呼 氣 、吸 氣 ヲ行 ハ ス レ バ空洞

ノ大 サ ガ攣 化 ス。周 壁 ガ薄 イ事 モ ア ル が廣 イ浸 潤 ノ中

二僅 カナ透 亮 が見 ラ レル 事 モ アル。理 學 的 ・所 見 ハ ナ

イ。starreKaverne・ ・周 園 ノ組 織 が 硬 化 シ空 洞 ノ形

ノ・攣 ラナf 。1唯Atelektaseニ ヨ ツテ僅 カニ縮 ・少 ス ル。

空洞 ノ治 癒 ハ 是二等 ノ機 械 的 ノ 因 子/外 二 個膿 全 膣 ト

シ テ ノ盟 質 、 防 禦 力 が最 モ重 大 デ ア ル。

空洞 ノ類 症 鑑 別1・ シテ ・・Enphysemblse,Mediastinal-

hernia,Pneumatocele,Cyste,LungenabsceB,Gangr・

aen.Bronchiektasie等 。

空 洞 ノ豫 後 ハ常 二重 大 デ ノ・アル が 早 期 二 見 出 シ適 當
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ナ治 療 ヲ行 ヘ バ随 分 治 癒 ス ル モ ノデ ァ ル。殊 二elastis-

cheKauerneノ ・成 人 デ 合併 症 力'ナケ レ・バ90%迄 治 癒

シ得 ル。 唯 思 春 期 ノモ ノ・・ヨ 〃ナ イ。StarreKaverne

ハ虚 脱 療 法 ヲ行 ツテ モ永 久 的数 果 二 ・・達 シナ イ。治 療

期 間 モ長 イ。肺 尖 ノ方 向 ヘ ノ移 動 が起 リ氣 管 が狡 クナ

リ見 カケ上 ノ治 癒 が多 イ。

治 療 方 針1・ シ テ ノ・starreKaverneノ ・初 メ カ ラ虚脱 療

法 ヲ行 フ。elastischeKaverneモ 勿 論 虚 脱 療 法 力"ヨイ
ロ 　

ガ個 人 ノ縄 濟 問題 ヲ考 慮 シ叉Hyperergieガ 弧過 ギンレ

場 合 ・・病 院 二 入 院 サセ2-3ケ 月待 ツ。allergieカ'強

ス ギ ル場 合 ノ・組 織 ノ融 解 が促 進 サ レル カ ラ デ ア ル。

追 加 答 論

A・Aahme.早 期 空洞 ノ自 然 治癒 ハ 屡 く見 ラ レ・ル が退

院 後 環 境 、生活 條 件 ガ悪 化 ス ル ト再 獲 ス ル 事 が多 イ故

是 非 氣 胸 ヲ行 へ。

Th・Janssen.雨 側 二廣 イ病 攣 ガ ア ツ タ リ其 他 ノ 理 由

デ 氣 胸 不 能 ノモ ノニ屡 ζ空 洞 が 見 エ タ リ 見 エ ナ ク ナ

ツ タ リ シタ例=が ア ッタ が、是 等 ハ多 ク ノ場 合永 久 的 治

癒 ヲ行 ソ タ。(東 京 市療 馬 場 抄)

Stadtroda呂 於 ケル 強 制 隔 離 所 ノi脛験

F.Heisig:ErfahrungenmitderZwangsisolierung-

sstalioninStadlrodai.Thtir.

1934年10月 以 來Stadtrodaデ 結 核 患 者 ノ 強制 的 隔

離 が行 バ レル 様 ニ ナ ツ タ。 コ ノ虜 分 ヲ受 ケ ル モ ノ・・
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非杜會的 ノモノ

非生理的デ敏ヘテモ治 ラヌモノ

住家 が悪ク家デ隔離出來ヌモノ

無宿者

開放性結核患者デ勝手二退院 シ叉ハ規則デ退院

ヲ命 ゼ ラ レ自家 デ ハ充 分 隔 離 サ レヌ モ ノ

6)自 家 デ 看 護 が不 充 分 ノモ ノ等 デ アル。強 制 的隔 離

サ レタ モ ノ が退 院 許 可 トナル 場 合 ・・、閉 鎖 性 トナ ツ タ

場 合 、自家 デ隔 離 可 能 トナ ソ タ場 合 、 其 他 衛 生 ヲ守 ル

様 ニ ナ ソ タ場 合 、他 ノ病 院 二入 院 スル 様 ニ ナ ツタ 場 合

デ ァル 。Stadtroda_・ ・普 通 患 者 モ 強 制 患 者 ト共 二牧

容 サ レテ ヰ ル。 強制 隔 離 ノ 必 要 ナ 開放 性 結 核 患 者 ノ・

Thttringenデ ハ佳 民10000人 ニ ッ キ3-4人 位 デ アル 。

一 般 ノ相 談 所 醤 ノStadtroda二 封 ス ル 意 見 ・・次 ノ様

デ アル。1,1～ 氣 デ 結 核 菌 ヲ撒 布 シ テ ヰ タ 結 核 患 者 が

衙 生的 ニナ ソタ 。2.Stadtroda二 逡 ル ゾ ト威嚇 シタ

タ メ 多 ク ノモ ノ が相 談 所 ノ 方 針 二 從 ヒ 術 生 的 生 活 ヲ

ス ル 標 ニ ナ ツ タ。3.ソ ノタ メ相 談 所 ・・開放 性 結 核 患

録 【第16巻

者 二椛 力 ヲ有 ス ル檬 ニ ナ ツ タ。(東 京 市 療 馬 場 抄)

廣 義 ノ胸 廓 手 術 二 於 ケ ル 止 痛 二就 テ

H.Kleesattel:SchmerzstillungbeiThoraxoperatio.

nenimweitestenSinne.

人 工 氣胸 、 肋 膜 液 排 除、油 胸 等 ノ・局 所 麻 酔 ヲ行 フ。 焼

灼 術 、不 安 ナ モ ノニ ハ豫 メ沈 静 刺 ヲ與 フ。 共 他 ハ局 所

麻 酔 ヲ行 フ。 殊 ノ外 不 安 ノ 強 イモ ノ ニ ・・Epivanヤ

Avertin等 ノ麻 酔 時 間 ノ短 カイ全 勇麻 酔 ヲ行 フ。

横 隔 膜 紳 縄 捻 除 術 ・傳 達 麻 酔 ヲ行 フ ガ 引抜 ク時 二 「モ

ル ヒ ン」、 「〃 ロ ール エ チ レ ン」等 ヲ ヤル 。

胸 廓 成 形 術 及 肋 膜 充 填 法 、全 均 麻 酔 ヲ推 賞 ス 。 ソ ノ中

Gasnarkoseが ヨイ。 實 質 ヲ害 セ ズ 麻 酔 ガ早 ク起 リ叉

早 ク去 ル。 猫 逸 デ ノ・2種 帥Lachgas及Acetylen(商

・ 品 名Narcylen)ガ ア ル ガ著 者 ハ10年 以 來 後 者 ヲ用 ヒ●

テヰ ル 。酸 素 卜混 ズル ト爆 蛍 性 トナル ガ今 日デ ノ・機 械

一が ヨ ク ナ リ滅 多 ニ カ ・ル 事 ・・起 ラス 。叉 完全 ナ筋 肉 ノ

弛 緩 ・・得 ラ レヌ が手 術 二 ・・差 支 ナ イ。血 座 ヲ高 メ 出 血

ヲ培 ス カ"之モ顧 慮 スル 要 ナ シ。 アメ リカデ ノ・Athylen

ヲ用 フ。 叉i著 者 ノ・籔 年 來Avertinヲ 用 ヒ テ ヰ ル が良

好 デ アル 。 唯 肝 臓 障 碍 アル モ ノノ・用 ヒ ヌ。 饅 重1kg

二 〇・1ヲ 用 ヒ100同 中65同 ニ ノ・補 助 藥 ト シテGasna・

rk・se,傳 達 麻 酔 、 「ク ・一 ル エ チ ル」、「エ ー テ ル」等 ヲ

用 ヒ タ。Avertinデ 初 メ カ ラ 睡 眠 ガ淺 イ時 ・・Evipan

ヲ少 量 與 ヘ ル ト呼 吸 循 環 ノ 障 碍 ナ シニ 鍛 分 デ 深 ク ナ

ル。 最 後 二 新 吸 入 麻 酔 藥Divinylather(」 又 ・・Vine・

then)ハ 「ク ロール エ チル」ガ キ カヌ 時 用 フル。 成 形 術

ヲ行 ツ タ後 二 ・・患 者 ノ髄 位 二 注 意 ス ル 。Schlaraffiaki・

sseカ"9イ 。(特 種 ノ枕)「 モ ル ヒ ソ」ノ・2-3回 ヤ ル。

(東 京 市 療 馬 場 抄)

結 核 ノ學 究 及豫 防 二於 テ 竪 師 ノ共 同研 究 ノ必 要

F.Sanerbauch:DieNotwendigkeittirztlicherZus-

ammenarbeitinErforschungundBek5mpfungder

Tuberkulose.

今 日 ノ醤 學 ハ共 同研 究 、綜 合 が大 事 デ 殊 二結 核 問題 二

於 テ サ ウデ アル 。 今 日結 核 ノ・Sylvius,Saennec,Vill・

emin・Kochヲ 経 テ細 菌 學 、 血 清 學 、 免 疫 生 物 學 等各

部 門 二亙 ッ テ進 歩 ジテ ヰ ル が一 ッ ノ疾 患 トシ テ結 核

ノ綜 合 像 ヲ見 テ行 ク事 が最 モ重 大 デ アル 。結 核 ノ傳 染

問題 、診 噺 二 「レ〆」線 ヲ取 入 レタ事 、 形 態 的 墾 化 、一生 物

學 的 考 察 、再 感 染 が内 因 性 力外 因性 カ ノ問 題 、 早 期 浸

潤 ノ饗 見 「ソ ベル ク リ ソ」ノ 診 噺 ヘ ノ磨 用 カ ラ 血 清 學

的 愛 化 、更 二治 療 法 ノ蟹 達 等 ヲ述 べ、 最 近 殊 二曇 達 シ
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タ虚 脱 療 法 二際 シテ ・・外 科 署 ト 内科 馨 ガ協 力 ス ベ キ

事 、更 二結 核 ト批 會 ト ノ關 係 、 「サ ナ ト リウ ム」相 談 所

二就 テ述 べ 之等 ノ問題 が 如 何 二 片 寄 ソ テ ノ・イケ ナ イ

カ ヲカ 説 シテ ヰ ル。今 日マ デ ノ努 力 デ ハ未 ダ診 噺、 治

療 ハ不 充 分 デ ア ソタ タ メ 再 ビ昔 二 蹄 ツ テ 鯉 質 トカ遺

傳 ノ問 題 が論 ゼ ラ レル ニ 至 ツ タ。勿 論 結 核 ハ 傳染 病 ニ

ノ・i違ヒナ イ ガ共 ノ外r生 髄 内 ノ條 件 、外 カ ラノ影響 ヲi受

ケル 」 トが大 キ イ。要 ス ル ニ個 盤 全 盟 トシ テ見 テ行 ク

事 ガ大 事 デ治 療 二當 ッテ モ 個 人 化 ス ル 事 が 必 要 デ ア

.η!。即眞 ノ馨 師 トナ ル 事 が大事 デ アル 。唯 眞 ノ治 療 法

ハ科 學 ヵラ離 レル 事 ハ出來 ナ イ。(東 京 市 療 馬場 抄)

結 核 症 病 璽 ヲ決 定 ス ル 因 子

RichardBieling:GestaltungfaktorenderTuberkul・

ose.

結 核 症 ・・諸 種 ノ内 的 、外 的 ノ條 件 ニ ヨツ テ影響 ヲ受 ケ

ル が、 共 ノ 本 態 的 ノ 病 攣 ハ 「ア レル ギー」ニ ヨッ テ規

定 サ し!ル。著 者 ノ・先 ヅ動 物 デ初 感 染 ト再 感 染 トノ解 剖

的 愛 化 ヲ日 ヲi追ツ テ検 索 シ タ。初 感 染 時 ハ数 日後 始 メ

テ 菌 ノ撒 布 部 二相 當 シテ 病 竈 ガ表 ハ レ 之 ガ 次 第 二搬

大 シ テ ユ ク ガ8-9日 頃 マ デ ニ ハ 退 行 性 攣 化 ・・見 ラv

ナ イ。且 ソ菌 撒 布 部 位 以外 ニ ノ・病 攣 ハ 見 ラ レナ イ。 然

ル ニ再 感 染 時 ニ ハ 菌 撒 布 部 位 ノ 病 竈 が 前 者 司 リ遙 カ

ニ大 キ ク腫 脹 シテ ヰ ル ノ ミナ ラズ、病 竃 部 以 外 二於 テ

モ廣 汎 ナ 反 謄 が起 ツテ ヰル 。之 ノ攣 化 ・・圭 二血 管 系 ノ

障 碍 デ高 度 ノ充 血 、水 腫 等 デ アル。 共 ノ他 脾 臓 二於 テ

モ 同 ジ攣 化 が見 ラ レル 。更 ニ コ ノ高 度 ノ炎 衝 性 範 化 二

次 デ急 速 ナ治癒 過 程 ガ見 ラ レル 。初 感 染 ノ ミデ モ死 ノ

直 前 ニナ ル ト上 述 ノ再 感 染 直後 ト 同 ジ 憂 化 が見 ラ レ

ル!。自pSelbstsensibilisierungカ"オ'コ ノL!。

i欠デ著 者 ノ・彼 ノ本 題 デ ア ル結 核 菌 自 均 ヲ研 究 シ タ。而

シ テ之 ノ ミガ諸 現 象 ノ唯 一 ノ原 因 デ 直接 ニ ノ・傳 染 性 、

間 接 ニ ハ反 慮 性 ノ攣 化 ヲ ヒキ起 ス ノデ アル。初 感 染 時

ト再 感 染 時 ト ノ肺 臓 内結 核 菌 数 ヲ比 較 ス ル ニ 、初 感 染

時 ニ ノ・日 ヲ追 フ テ結 核 菌 数 が増 加 メ ル が 再 感 染 時 ニ

ノ・直 後 二於 テ菌 数 ガ非 常 二多 イ。日 が経 ツ ニ從 ヒ却 ツ

テ減 少 ス ル。ソ シ テ コ ノ減 少 ト同 時 二前 述 ノ解 剖 的 愛

化 ガ見 ラ レル.故 之 ・・防禦 反慮 ト 見 ル 事 が 出 來 ル ノ

デ アル。 仰 チ結 核 菌 ニ ノ・2ツ ノ 特 性 ガ ア ソ テ1ツ ・・

Umstimmungヲ 起 ス事 デ ア リ、 他 ・・Reizaus16sende

Wirkung即Umstimmun9ノ オ コツ タ 生髄 二 結 核 菌

ガ第2同 目 二入 ツタ 時 、流 血 中 ノ結 核 菌 が多 数 速 カニ

肺 臓 二移 行 ス ル 様 ナ作 用 ヲ起 ス。コ ノ2ツ ノ作 用 ハ 生
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菌 デ モ死 菌 デ モ起 ル。最 近 結 核 菌 ヲ牝 學 的 二分 析 シ之

等 ノ2ツ ノ作 用 ハ異 ツ タ 成 分 ニ ヨル 事 が 明 カニ ナ ツ

・タ^q

上 述 ノ事 ヨ リ各 個 人 ノ病 攣 ノ 経 過 ヲ 規 定 スル モ ノ ハ

結 核 菌 自均 而 モ ソ ノ 中 ノ 種 々 ノ 生 物 學 的 特 性 ニ ヨル

ノデ之 が一 定 ノ法 則 二從 ヒ 種 々 ノ 時 間 ニ オ コ ツテ 來

ル 。 臨 肱 家 ハ種 々 ノ生 物學 的 検 査 法 ヲ 用 ヒテ 血 清 學

的 「ア レ・ル ギ ー」状 態 等 ヲ決 メ 得 ル 様 ニ ナル ダ ラ ウ。

コ ノ肺 ノ反 磨 髪化 ト人類 二 見 プ レ・ル 浸 潤 トハ 非 常 二

似 テ ヰル 。古 イ病 竈 ノ周 リニ反 磨 ガ オ コ リ急 性 炎 衝 ノ

像 ガ生 ズ。 然 シ菌 ノ・増 サ ズ、而 シテ治 癒 ノ・反慮 ノ起 ソ

タ場 所 以外 ニ モ見 ラ レル ノ デ アル。著 者 ノ・動 物 實験 ニ

ヨノV故 直 チ ニ 人類 二 磨 用 サVル 課 デ ・・ナ イ。

(東 京 市 療 馬場 抄)

人 類 肺結 核 症 ノ脛 過 ヲ規 定 ス ル 因 子

A.Schmincke:GestaltungsfactorenanfdenAblauf

dermenschlichenLungentuberkulose.

人類 肺結 核 症 ガ多様 ノ病 型 ヲ 呈 スル ノ・諸 種 ノ内外 因

例 ヘ バ 先天 的 抵 抗 力 、 髄 質 、年 齢 等 ニ モ ヨル ガ、 共 根

本 的 ノ経 過 ヲ規 定 スル モ ノノ・Allergieデ アル。 鼓 モ

ノ・Allergieノ 表 ノ・vヲ 形 態 學 的 二 取 扱 ツテ ヰ ル。

AllergieGiftempfindlichkeitトGiftfestigkeitb二

分 ケ ラvコ ノ2ソ ノカ ノ組 合 セ方 デ 病 歌 ガ 表 ノ・サ レ・

ル 。 病 期 ノ初 メ ノ・Giftempfindlichデ アル が後Giftfest

トナル 。 郎 免 疫 ガ得 ラ レル ノ デ アル 。唯 之 ハ比較 的 デ

髄 ノ 防 禦 力 如何 ニ ヨ ソ テ ・・Giftempfindlichbモ ナ

ル 。免 疫 ガ進 ム ト骸 液 カ ラ ノ・概 ガ ラ ナ ク ナル 。Allergie

カ・殊 二顯 著 ナ病 攣 ノ・PerifocaleEntzUndungソ ノ周 邊

ノBuhlscheDesquamativePneumonie,Verkasung,

Erweichung.Hiluskatarrh,Pleuritis,Intimagranulom,

Intimatuberkel等 デ生 脚 ノ防 禦 力 が培 セ バ之 等 ノ炎 衝

性 饗 化 ・・退 化 ス ル。 次 二Rankeノ 各 期 二就 テ述 ベ テ

ヰル 。Rankeノ 第 一 期 。 之 ノ・著 者 ノ 考 ヘ デ ノ・特 種 ノ

Allergieヲ 示 シテ ヰ ナ イ。初 感 染 ・・多 ク ノ場 合 艦 汎 ナ

髪 化 ヲ残 サ ズ ニ治 癒 シ共 ノ搬 痕 モ小 サ イ。從 ツ テ其 ノ

恢 復 期 ノ・normergisch以 上 ノ反 慮 ノ・示 サ ナ イ。 叉 時

二見 ラ レル 初 時 浸 潤 モSekundtireAllergieト 同 ジ

ク生 髄 ト菌 トノ相 互 關 係 ヨ リ訊 明 サ レル。浸 潤 ノ治 リ

方 モKapselbildungモ 初 期i墜・化群 ノ特 有 ノ 反 慮 シ 方

デ ナ イ。

Rankeノ 第 二 期 。之 力'著者 ノ第1期 デ アル 。Uberem-

pfindlichkeit・ 時 期 二 相 當 シ ソ ノ特 長 ・・古 イ病 竈 ノ
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周 リニ廣 イ炎 衝 力●見 ラvル モ ノ デ臨 脈 的 ニ ハEpitub・

erculose,SekundtireInfiltrierung其 他 子 供 二 急 性 二

生 ズル廣 汎 ナ浸 潤 、早 期 浸 潤 等 デ アル 。 古 イ病 竈 ノ皮

嚢 が軟 カ トナ リ石 茨 が溶 ケ 周 園 二 充 血 が 起 リ漿 液 が

出 デ細 胞 ノ浸 潤 が見 ラ し・ル 。此 ノ炎 衝 ハ生 罷 ノ抵 抗 力

如 何 ニ ヨ リ恢 復 モ ス レ・バ悪 化 モ ス ル。 殊 二Allergie

・・粟 粒 結 核 ノ時 ハ 大 事 デ共 ノ 根本 的 號 生 條 件 ・・免 疫

・・起 ツ テ ノ・ヰ ル が膣 液 ノ 防 禦 が 充 分 出來 テ ヰ ナ イ コ

bデ アノ1!。空 洞 ノ表 ・・v方 モAllergieデ 設 明 ス ノ・。

frtihsekundareノ モ ノ・・廣 汎 ナ乾 酪 性 肺 炎 中 二小 サ イ

空 洞 が 多数 出 來隔 壁 が 壊 サ レテ大 キ ナ 空 洞 トナ ツ タ

モ ノデsp註tsekundareノ モ ノノ・所 謂Lochkaverneデ

ア ル。コ ノ後 者 ノ場 合 ノ・免 疫 が カ ナ リ高 マ ッ テ ヰ ル タ
ロ

メ廣 汎 ナ 炎 衝 竈 内 二急 速 二 軟化 ガ 起 リ之 ガ 排 泄 サ レ

テ到 然 トシ タ空洞 壁 ヲ示 ス 様 ニ ナル 。

Rankeノ 第3期 。 之 ・・著 者/第2期 デ アル。 免 疫 が

進 ソダ時 期 デ アル。古 イ病 竈 ガ反 慮 ヲ起 ス ニ ノ、諸 種/

内外 ノ素 因 ニ ゴル。個 々 ノ病 竈 内 ノ結 核 菌 藪 ト共 ノ周

園 トノ關係 、 菌 ノ能 動 化 、Schub,毒 力 ノ 培 加 等 一 ヨ

リ肺 瘍 トナ ッ テ ユ ク。古 イ肺 尖 竈 カラ 早期 浸 潤 ガ出 來

タ リ、Apico・caudalノ 進 展 ヲシタ リ或 ノ・乾 酪 性 病 竈

が氣 管枝 ヲ傳 バ リ周 園 二据 ガ リ叉 ・・Puhlノ 病 竈 が再

燃 シ タ リス ル 。之 等 ノ根 抵 二横 ハル モ ノ ・・結 核 菌 ガ能

動 化 シ数 ヲ増 ス コ トデ ア リ、之 ガ局 所 ノ免 疫 的現 象 ノ

タ メ攣i化 ヲ受 ケ或 ハ組 織 が 毒 素 ヲ 固 著 ス ル 能 力 ニ ヨ

ツ テisolierteLungentuberkuloseノ 経 過 ノ・規 定 サ レ

ル ・デ ア ル。 末 期 二見 ラ レ・ル 現 象 モStadieninterfer・

enzデ ナ ク血 液 、淋 巴 ハ防 禦 力 ヲ有 ス ル が局 所 ノ組 織

抵 抗 力 ガ弱 マ リ菌 量 が壇 シタタ メ デ ァル 。要 ス ル ニ 諸

種 ノ因 子 ガ作 用 シテ種 々 ノ病 型 ヲ 示 ス が ソ ノ 根 抵 二

流vテ ヰ ル モ ノノ、常 二Allergieデ アル 。

結 核 症 金 療 法 ノ實 験 的 基 礎

G.●F.Koppenh6fer:ExperimentelleGrundlagen.

derGoldbehandlungderTuberkulose.

動 物 二 諸種 ノ金 製 刺 ヲ與 へ 其 沈 著 部 位 ヲ 組 織 學 的 二

研 究 ンタ。 實 験 方 法 、1)沈 著 ノ位 置 ・・Timm氏 法 ニ

ヨ リ、2)組 織 内 ノ鐵 ト ノ匠 別 ノ・Koekel氏 法 ニ ヨ リ

.叉有 機 物(炭 ヤ躇 汁 色 素)ト ノ匠 別 ・・Schultz・Brauns

氏 法 ニ ヨ リ、3)振 取 分解 サ レタ 物 質 ノ 化 學 的 性 質 ハ

Feigl氏 法 ニ ヨ リ検 シタ.

1コ ロイ ド」状 ノ金 製 刺(Auroprotasin ,Aurodiasporal)

・・肝 、 脾 、 骨 髄 等 ノ網 状 内 皮 系 デ撮 取 サル 。腎 ノ・撮 取
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セ ズ。

無 機 ノ金 製 倒 ノ・(Natriumgoldchlorid,Kaliumauro・cy

anid,Sanokrysin)前 者 ト異 リ實 質 細 胞 二=囁取 サvル 。有

機 ノ金 製 刺(Lopion,Krysolgan,Aurodetoxin,Solgan・

a1,SolganalB)モ 圭 二 實 質 細 胞 二撮 取 サvル ガ投 與

方 法 ノ相 違 ニ ヨ リ器 官 ヘ ノ沈 著 量 が異 ナ ル。中 ニ ハ分

量/ミ ナ ラズ沈 著部 位 モ異 ナル 。

以 上 ノ・健 康 動 物 二使 用 シ タ 場 合 デ アル が 結 核 動物 二

於 テ ノ・SolganalBoleosumヲ 用 ヒ テ 検 ス ル ニ網 獣

内皮 系 ガ高 度 二 振 取 シ テ ヰル 。 興 味 アル 事 ノ・肺 デ ハ

Tuberkelノ 表 皮襟 細 胞 が 金驕 金 ヲ振 取 シ テ ヰ ル事 デ

ア ル。 使 用 時 ノ注 意 トシテ丁「コ ロ イ ド」状 ノモ ノハ静

脈 内筋 肉 内 共 二腎 臓 障 碍 ヲ起 サ ブご。 腎 ノTubulicont-

orti1ヲ 才 カス モ ノ ・・例 無機 ノ モ ノ殊 二Sanokrysin

及 有 機 ノ モ ノデ モ 「チ オ」ノ化 合 物 デ之 ハ「ネ フ ロー ゼ」

ヲオ コ シ易 イ。SolganalBoleosumカ"最 モ ヨイ。 吸

牧 ・・徐 々 デ排泄 モ適 度 二調 節 サ レル 。最 後 二治 療 作 用

二 關 シ テ ・・Tuberkelノ 表 皮様 細 胞 ガ金 ヲ 撮 取 シテ

ヰル 事 ト關 係 ヅ ケ テ ヰル 。(東 京 市 療 馬 場 抄)

結 核 症 金療 法 ノ實 験 的 基 礎 卜實 地 ヘ ノ膿 用

G.Schr6der:ExperimentelleGrundlagenderGol・

dbehandlungderTuberkuloseundihreAuswirkung

ftirdiePraxis.

金 ノ結 核 菌 二封 スル 作 用 ・・組 織 内 二 撮 取 サ レ・タ金 ガ

鯛 媒 作 用 ト シテ 網 状 内 皮 系 ヲ 刺 戟 シ 病 竈 部 ヲ破 壌 ス

ル 事 ニ ア ル様 デ アル 。

金療 法 ノ副 作 用 、皮 膚 殊 二植 物 紳 経 系 ノ不 調 和 アル モ

ノ ノ皮 膚 デノ・濃 疹、 特 有 ノ 苔 状 疹 、Psoriasis様 ノ中

毒 性 皮 膚 炎 、其 他粘 膜 デ ノ・口 中、 上 氣 道 ノ中毒 性 墾 化

が見 ラ レル 。腎 デハ 「ネ フ ロ ー ゼ」ヲ起 シ易 ク、 肝 臓 障

碍 アル モ ノ ノ・金 使 用 ニ ヨ リ盆 く刺 戟 セ ラ レ、叉 腸 炎 ヲ

オ コ ジ易 イ。 フ ラ ソス デGoldgrippe1・ 云 ノ・レテ ヰ ル

モ ノノ・用 祉 ノ過 度 ニ ヨル ノデ ア ラ ウ。

禁 忌。 植 物 紳 経 系 ノ障 碍 ア ル モ ノ デ、 肝 、 腎 、腸 障 碍

アノレモ ノ。

適 磨 症 。 上 述 ノ場 合 以 外 ・・凡 テ ヨ イガ 殊 二粘 膜 ノ結

核 、 肺 外 結 核 、Ponchet氏 病 、 徹 毒 ノ 合併 セ ル モ

ノ、 氣 管枝 喘 息 等 デ アル 。

植 物 紳 経 系 ノ過 敏 ナ モ ノニ ノ・豫 メ 大 量 ノ 石 茨 ヲ奥 へ

之 ヲ静 メ テ カ ラ金療 法 ヲ行 フ。叉 肝 障 碍 ブル モ ノニ ハ

Glykoseヲ 大 量 與 フ。 常 二 腎臓 ノ機 能 、 血 液 像 二注 意

ス ル 。f固人 的 差 ノ・大 デ アル が 一 般 二 ・・SolganalB
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oleosumO・005毎 週2同 ヨ リ始 メ徐 々二 〇.2二 至 ル6

其 後 ・・毎 週 ・1同、最 高0.5二 至 り全 量4-6grデ 止 ム。

第2同 ノ治 療 ノ・6-一一9ケ 月 後 デ アノし。 数 果 ・・中毒 性 熱

降 下 、 咳 疾 減 少 、 血 液 像 良好 等 デ アル。 最 後 二特 異

1ワ クチ ソ」ト金1・ ノ混 合療 法 ヲ 述 ベ テ ヰル が之 ノ・一

暦数 果 が ア ツタ。此 ノ特 異 「ワ ク チ ソ」ノ・淋 巴 臓 器 ノ浸

出 液 中 二'卜型 菌 ヲ37。C二 保 チ乍 ラ殺 菌;シ タ モ ノデ ア

ル。(東 京 市療 馬 場抄)

虚 脱 療 法 ニ ヨ ル肺 結 核 症 ノ治 癒

H.Ulrici:HeilungderLungentuberkulosedurch

LungenkoUapsbehandlung:

著 者/共 同研 究 者Roloffが1930年 二 諸 種 虚 脱療 法

ヲ施 行 サ1/テ 退 院 シ タ1128人 ノ2-一一12年 後 ノ経 過 ヲ

報 告 シ タ が 著 者 自均 共 後 ノ 経 過 ヲ「レ」線 寓 眞 ト共 二

詳 細 二検 シタ。 コ ノ1128人 中 退 院 時 閉 鎮 性 デ ア ツ タ

モ ノ ・・339人(30%)デ ア ツ タ ガ1930年 二 ・・318人 デ

今度1935年 ・・241人 デ アソ タ。 印 閉 鎮 性1・ ナ ッ テ退

院 シ タ モ ノ ノ60-70%・ ・治 癒 シタ1・考 ヘ ラt・ル 。

而 シテ 退 院 時 ノ数 果 ハ治 療 時 期 ノ遅 速 二關 係 ス ル。虚

脱 療 法 ヲ施 行 スル 前 二 開 放 性 デ ア ッ タ 期 間 が3ケ 月

未 浦 ノモ ノ ・・約50%治 癒 ス ル ニ 反 シ、2年 以上 ノモ

ノノ・20%シ カ治 癒 セ ズ。 叉 横 隔 膜 紳 経 捻 除 術 ・・25歳

以 下 ヨ リ以 上 ノモ ノガ 治 癒 率 が 高 カ ツタ が他 ノ施 術

デ ノ・若 イモ ノ ノ方 が良 結 果 デ アソ タ。共 他 虚 脱 ノ縫 績

期 間、 虚 脆 ノ完 全 程 度 、後 療 法 二關 係 ス ル 。 而 シテ 開

放 性結 核 症 ノ50%・ ・治癒 セ シメ得 ルb思 考 シテ ヰ ル。

(東 京 市療 馬 場 抄)

肺 断 面 層 ノ 「レ」線 撮 影

H.Chaoul;Dier6ntgenologischeDarstellbarkeit

dereinzelnenLungenschichten.

普 通 ノ「レ」線 爲 眞 ハ管 球 ト「フィル ム」間 ニ アル 物 膣 ハ

全部 重 ナ ソ テ撮 サ レル が 此 ノ方 法 ・・特 定 ノ断 面/ミ

ヲ撮 ス ノ デ アル 。1921年Bocageガ 始 メ テ 考 案 シタ

モ ノ デ原 理 ハ静 止 セル 物 盟 ノ周 リニ 管 球 ト「フィル ム」

が反 封i運動 ヲナ シ 中 心線 が 常 ニーZF面 上 二 投 影 サ レ

ル 様 ニ ス ル 。 現 在 用 ビ ラvテ ヰル ノ ・・Grossmann氏

法 デ以前 ノ 方 法 ヨ リ簡 軍 デ アル。 實 地 慮 用 二 ・・脹1ト

肺 デ並 ニ ノ・肺 ノ爲 眞 ヲ普 通Sli眞 トi樹象 シテ 基 ゲ テ ヰ

ルb(東 京 市療 馬 場 抄)

骨 諮 系 二 於 テ 局 所 冤 疫 蛇 二 素 因 ノ 結 核 症 二 封 ス ル

關 係 ・

OttoWiese;Ortli`:heImmuni.ttitundDisposition
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gegenundzuTuberkulosebeimSkeletsystem,

流 血 中 ノ結 核 菌 ガ何 故 或 ル 場 含 二 ・・骨 髄 系 二 叉 他 ノ

場 合 二 ・・肺 叉 ハ 腎 二固 著 シ テ 病 竈 ヲ作 ル ヵノ・軍 二機

械 的 ノ ミノ問 題 デ ナ 〃 各 個 人 及 各 器 官 ・素 因 ニ ヨル

コ トガ大 デ ア ル。 コ ノ 素 因 ト 結 核 症 ト ノ 關係 ヲ多倣

ノ文 献 二就 テ述 べ次 二 骨 髄 系 二 於 ケル 諸 種 ノ非 結 核

性 病Sb結 核 症 ノ關 係 ヲ求 メ タ。然 ル ニ 多数 ノ非結 核

性 骨疾 患 デ當 該部 位 が 結 核 症 二 冒 サ レル 事 ノ・殆 ソ ド

ナ カ ソ タ。ム シ ロ他 部 ノ骨 二結 核 症 が表 ノ・レタ ノデ之

・・結 核 症 二i封ヌ ル 局 所 抵 抗 力 ノ 塘 加 ト考 ヘ ラ レル ノ

デ アル 。 一 方Spinabifidaガ アルb當 該 部 位 デ ノ・ナ

イガ 當 人 ノ他部 ノ骨 二屡 く結 核 症 ガ見 ラ レタ。著 者 ノ

結 核 性 股 關 節 炎 全 盤 ノ75%二Spinabifidaカ'ア ツ タ

が同年 齢 者 デ 内臓 結 核 症 アル モ ノ デ ノ・(骨結 核 症 ノナ

イモ ノデ)79%二Spinabifida・ ・ナ カ ツタ。 故 ニ コ

ノ場 合Spinabifidaノ ・骨 髄 系全 礎 二i封シ結 核 ノ素 因

トナル ト云 ヘ ル。(東 京 市療 馬 場 抄)

人 工 氣 胸 二於 ケ ル浸 出 液 ノ豫 防 法

W.Unverricht:EineMethodezu1'Vermeidungvon

Pneumothoraxexsudaten.

人 工 氣 胸 ノ浸 出液 ワ・種 々 ノ原 因 ニ ヨ リ 生 ズル モ ノデ

アル ガ氣 胸 ヲ初 メ テ カ ラ ノ 期 間 が長 ク 経 過 シ タ モ ノ

デ ハ瀦 溜 率 ガ少 ナ イ。 カ ・ル 人 ノ肋 膜 ノ愛 化 ヲ見 ル ニ

内 皮 細 胞 ガ ナ ク ナ リ肋 膜 が肥 厚 シ テ ヰル 。動 物 ノ氣 胸

ヲ行 ヒ少 量 ノ油 ヲ注 入 スル ト速 カー 同様 ノ 肋 膜 墾 化

が見 ラ レ、浸 出 液 ノ瀦 溜 モ油 ヲ注 入 セ ヌ モ ノ ヨ リ少 ナ

イ。故 二著 者 ノ・230人 ノ人 工 氣 胸 施 行者 二少 量 ノ油 ヲ

注 入 シタ所 浸 出液 ノ瀦 溜 卒 ガ減 少 シタ。

(東 京 市 療 馬 場 抄)

人 類 結 核 症 二 於 ケ ルSuperinfektionノ 意義

T.E.Kayser.Petersen:DieBedeutungderSuper-

infektionfUrdastuberkul6seGeschehenbeimMens.

chen.

結 核 感 染 二 曝 露 サ レテ ヰ ノしモ ノ ヲ 健 康相 談 所 式 二親

察 シ初 感 染 病 竃 形 成 後SuperinfektiOnカ"結 核 過 程 二

如 何 ナル 意 義 ヲ有 ス ル カ ヲ検 シ タ。初 メ ニ被 観 察 者 ヤ

検 査 方 法 ニ ヨツ テ結 果 が異 ル 事 ヲ述 ベ タ。 病 理 解 剖 、

動 物 實験 上 ヨ リ結 核症 ノ免 疫 問 題 ヲ論 ジ、 早 期浸 潤 、

Super1nfektionノ 「ソ ベ ル ク リ ソ」様 刺 戟作 用 、 血 行 性

結 核 症 、 イi茨 ノ「レ ン トグ ソ」像 ノ意 義 ガ 述 ベ ラ1ノタ。

次 二Superinfektionノ 作 用 ヲ'1(族 内殊 二 夫 婦:間、 學

校 、 結 核 患 者 ノ看 護 人 、 工 場 、結 核療 養 地 住 民 等 二於
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テ見 テ 行 ツ タnコ ノ際 相 談 所 デ ノ・Superinfektionヲ

受 ケ テ ヰ ル 人 ヲ見 出 シタ 場合 、直 チ ニ其 ノ防禦 ヲ講 ズ

ベ キ故 之 ハ観 察 ヲ績 ケ ル ニ ノ・不 便 ナ 黙 デ アル 。先 ヅー

般 問 題 トシテ 成 人 初 感 染 結 核 症 ノ 登 見 サ レル事 が増

加 シ タ事 、内 因 性 叉 ノ・外 因性 再 感 染 ノ問 題 、 年 齢 ト結

核 症 ノ關 係、住 居 内外 ノ感 染 ヲ論 ズル ニ當 リSuperin・

fektion・ ・感 染 二曝 露 サ レタ人 ノ 抵 抗 力或 ノ・培 加 シ叉

パ 下 降 スル 事 ア ル コ トが注 目 サ レネ バ ナ ラ ヌ。

夫 婦 間 ノ結 核 患 者 ハ 文獄 及 著 者 ノ 仕 事 ヨ リ 活 動 性/

モ ノ が約10%二 見 ラt・ル。 女 デ ハ 男 ヨ リ多 ク叉 初 メ

ノ病 攣 ノ程 度 ニ モ 關 係 ガ アノレ。 凡 テ ノ夫 嬬 デ(相 手 ガ

結 核 症 ノ)「L/J線 寓 眞 ヲ トvバ ー 般 ノモ ノ ヨ リ治 癒 シ

タ結 核 症 ノ痕 跡 二 肋 膜 炎 ノ ソ レヲ 見 出 ス事 が萢 カニ

多 イ。 コ ノ所 見 ハ 活 動 性 結 核 症 ト 同様 二 高 年 者 ヨ リ

20-30歳 ノモ ノニ多 ク 見 ラ レ・ノレ。 肋 膜 性 攣 化 ノ・夫 ノ

方 二 多 ク見 ラ し・ル ガー 般 ノ者 デ モ 男 二多 イ。恐 ラ ク ハ

良 性 血 行 性 ノ病 憂 デ 從 ツ テ 夫 婦 間 二 於 テ ノ・Superinf・

ektionノ ・一 般 二防 禦 力 ヲ高 メル ト 考 ヘ ラvル 。 共 他

ノ家 族 デ ・・寝 潤 性 早期 型 ガ 家 族 外 傳 染 ヨ リ蓬 カ ニ多

イ。(之 ヲ著 者 ・・Superinfektionノ 結 果b考 ヘ テ ヰ ル)。

叉Superinfektionノ 縫 纏 期 間 、 衛 生 状 態 二 關係 ス ノレ。

子 供 デ ノ・登 病 シテ モSuperinfktionカ ラ分 離 ス ソバ ー

般 状 態 ガ良好 トナル 、結 核 患 者 ノ看 護 人 デ ハ細 菌 學 ノ

豪 達 以前 ・・結 核 罹 患 者 ガ多 カッ タ。豫 防 法 ガ講 ゼ ラ レ

テ カ ラ減 少 シ タ。 今 デ ノ・Superinfektionノ ・輩 二 「ptべ

〃 ク リ ソ」ノ皮 膚 反 鷹 ヲ張 メル 作 用 シ カナ イ。 但 シ術

生 状 態 が悪 化 シSuperinfektionガ 塘 セ バ 罹 患 モ 培 ス

ガ多 ク ・・良 性 デ不 注 意 ニ シテ ヰル ト見 落 ス位 デ アル。

學 校 デノ・開放 性 結 核 症 ノ教 師 叉ノ・同 級 生 ヵ ラSuperin-

ektionヲ 受 ク ル。 重 症bナ ノ〃 ・・初 感 染 カ ラガ 多 イ

カSuperinfektionニ ヨル モ ノカ'多イ カ 不 明 ダ カ'子供

ノ年 齢,傳 染 ノ纏 縷 期 間 、術 生 状 態 等 二關 係 ス。 結 核

療 養 地 デ ノ・殊 二興 味 力●アル 。Superinfektionが 常 二繰

返 サ レル タ メ 早 ク カラ 免 疫 が 起 ツ テ 活 動 性 結 核 症 二
ら

豫 防 的 ノ作 用 が アル 。 之 ガ ー 生績 ク カ・・分 ラナ イ。

Arosaデ ノ・殊 ノ外 結 核 死 亡 率 力'少ナ イ ガWiirttemberg

/Schwarzwaldデ ・・一 般 ヨ リ却 ッ テ多 イ。 恐 ラ ク・・

生 活 状 態 術 生 状 態 ノ差 異 ニ ヨ リSuperinfektionノ 作

用 シ方 ガ異 ル タメ ト訊 明 サ レノレデ ア ラ ウ。牛 型 菌 ニ ョ

〃 原 慶 性 腸 結 核 症 デ ノ・肺 ノ罹 患 ノ・恐 ラ 〃 ・・Superinf.

ektion(喀 疲 ヨ リノ・人 型 菌 ノ ミ見 出 サル)ニ ョル ト考 ヘ

ラ レノル 。

録 【第16巻

上 述 ノ事 カ ラSuperinfaektion・ ・人 類 ノ 結 核 症 二 重

大 ナ影 響 ヲ與 ヘ ル ト考 ヘ ラ レル ガ 今 迄 ソ ノ 意 義 ガ種

々考 ヘ ラ レタ ノリ・其 ノ作 用 ガ 場 合 ニ ゴツ テ全 ク反 封

デ アル カ ラデ アル 。例 ヘ バ結 核 療 養 地 デ ・・免 疫 ヲ與 ヘ

ル ニ反 シ強 度 ノ感 染 二 曝 露 サ レタ子 供 デ ・・有 害 デ、

Superinfektionヲ 止 メ タ 丈 デ病 攣 が 治 癒 二 傾 ク程 デ

アル 。Superinfektinノ 種 々 ノ作 用 ・・曝 露 ノ強 サ、 共

ノ種 類 帥徐 々二行 ノ・匙!ルカ 稀 二行 ノ・レル カ叉 ノ・屡 く

繰 返 サ レル ヵ及 被 曝露 者 ノ感 受 性 等 二 關 ス ル 。Super-

jnfektionガ 屡 く否 定 サ し!ノレ理 由 ノ・Superinf6ktionノ

結 果 ガー 時 的 デ 帥病 攣 が 輕 度 デ 「レ」線 デ シ カ見 出 サ

ヌ ノ ミ ナ ラ ズ未 知 ノ間 二 治 癒 スル ト云 フ コb及Sup。

erinfektionが 分 ツ テ ヰノV場合 ニ ハ 共 ノ 豫 防 ガ講 ジ ラ

vテ ヰル タ メSuperinfektionノ 結 果 が・少ナ ク ナ ル 等

モ考 ヘ ラ レル 。(東 京 市療 馬 場 抄)

結 核 症 ト妊娠

K.Hansen:TuberkuloseundSchwangerschaft.

一 般 二妊 娠 ハ 結 核 症 二 有 害 デ アル カ ラ 人 工 妊 娠 中絶

ヲ要 スル 標 二云 ハ レ テヰ ル 。著 者 ハ入 院 シ タ結 核 症 ノ

妊 婦107例 二就 キ 人 工 妊 娠 中 絶 ヲ行 フ コ トナ ク 自然

ノ分 娩 ヲ行 ノ・ジメ 共 後1ケ 年 ノ 経 過 ヲ 詳 細 二 観 察 シ

タ。先 ヅ 結 核 症 ノ分 類 ノ・Neumann二 從 ヒA.豫 後 不

良 ナ氣 管 枝 性 播 種 型 、B.血 行 型 、C.初 期 ノモ ノニ分

ツ ニCノ ・妊 娠 ノ 影 響 ヲ 受 ケ ナ イ コ トガー 般 二認 メ ラ

レ・テ ヰ ル がA.B二 就 テ ・・意 見 ガ異 ナル 。 著 者 ノ・結 核

症 デ ー般 患 者 ノ 死 亡 率(獲 病 ヨ リ死 亡 迄 ノ李 均)ト 妊

婦 ノ 死 亡 率(妊 娠 ヨ リ死 亡 迄 ノZF均)ト ヲ 比 較 ス ル ニ

後 者 ノ死 亡 率 が少 ナ イ コ ト ヲ見 タ、叉 適 當 ナ時 期 二 中

絶 ヲ行 ツタ モ ノ トノ 比 較 デ ハ 培 悪 死 亡 共 二 同 数 デ ア

ツ タ。 即 妊 娠 、 分 娩 、産 褥 ・・結 核 症 二影 響 ラ與 ヘ テ ヰ

ナ イ。個 人 別 二何 同 モ 「レ」線 検 査 ヲ行 ヒ調 ベ テ ユ ク ト

時 二分 娩 後 塘 悪 スル 例 が アル 。コ ノ培 悪 卒 ・・分 ラナ イ

が多 ク分 娩 後4ケ 月迄 ノ問 デ アル 。只 著 者 臼均 ノ例 ニ

ノ・カ ・ル モ ノノ・ナ カソ タ。叉 非 活 動 性 結 核 症 ガ妊 娠 ニ

ヨ リ活 動 性 ニ ナ ル トカ、妊 娠 中 二 獲病 シタ結 核 症 ノ・悪

性 ノ経 過 ヲ トル ト力云 フコ トハ認 メ ラ レナ ヵッ タ。ソ

レ故 二結 核 症 ノ場 合 二 ・・一 般 二 中 絶 ヲ 行 ハ ナ イ事 ヲ

希 望 シ テ ヰル 。只 妊 娠 ヲ ソ ノ マ ・_シ テ ヰ テ ハ理 想 的

ノ結 核 二樹 スル 治 療 ガ 行 ノ・レ得 ナ イ 時 二限 リ中 絶 ガ

許 サ レル ノデ ア ル。是 等 ノ療 法 トノ・人 工 氣 胸 共 他 ノ外

科 療 法 デ ア ル。但 シ文 獄 デ ・・妊 娠 ノマ ・胸 廓 成 形 術 ヲ

施 行 シ正 常 ノ分 娩 が行 ハ レ〃 例 が10例 以 上 デ ア ル.
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次 二結 核 症 が ア レバ 妊 娠 ガ ドウナ ル カ ノ 問 題 デ ァル

ガ之 バー言 ニ シテ影 響 ナ シ ト云 ヘ ル。叉 生 レタ子 供 モ

外 ノ子 供 ト同 様 デ アル 。只傳 染 ノ危 瞼 ガ アル カ ラ ソ ・

製iハ 注 意 ス ル。(東 京 市 療 馬 場 抄)

Meinicke氏 結 核 及膿 ノ結 果

A.Hartwich:ErgebnissemitderTuberkuloser・
●

eaktionnachMeinicke.

被 瞼 者1600例 中1400例 ガ 結 核 症 デ 共 ノ大 多 藪 ・・肺

結 核 症 デ ア ツ タ。 コ ノ1400例 中Meinicke反 旛 ・・陽

性56%、 陰 性28%、 疑 ・・シ キモ ノ16%デ ア ツタ。 食

唖 水 ノ標 準 液 二K,Cacl2ヲ 加 ヘルb反 慮 が著 明 ニ ナ

Iv1・云 フKabitzschノ 獲 表 ヲ追 試 シ 陽 性 ノ成 績 ヲ得

タ。 陽 性 反 磨 ヲ強 陽性 、 陽性 、弱 陽 性 二分 ク タ ガ 強 陽

性、 陽 性 ・・皆 活 動 性 結 核症 二見 ラ レ大 多 籔 ハ 登 病 カ

ラ ノ経 過 ガ長 イモ ノデ ア ソ タ。活 動 性 ノ モ ノデ陰 性 ノ

モ ノモ ア ッ タ が之 ハ 皆 登 病 ヨ リ ノ経 過 ガ短 カ イモ ノ

デ早 期 浸潤 、湯 性 肋 膜 炎 患 者 等 二多 ク見 ラ レタ。 反磨

ノ疑 ハ シ イモ ノノ・意味 ヅケ ル コ トが困難 デ ア ッグ。肺

外 結 核 症45例 デ ・・陽 性7、 疑7、 陰 性31デ ア ツ タ。

臨 抹 的 ニ モ['し一1線上 モ 結 核 症 が 認 メ ラ レヌ モ ノデ

Meinicke反 磨 陽性 者 が8例 ア ツ4zh'コ ノ意 味 ・・不 明

デ アル。叉 コ ノ反 鷹 ノ・診 噺、 豫 後 決 定 上 ニ モ大 切 デ ア

ル。 著 者 ノ3例 ・・臨 休 的 二他 ノ疾 患 ト考 ヘ ラ レタ ガ、

Meinicke反 鷹 陽 性 ・タ メ繰 返 シ喀 疾 ノ検 査 ヲ行 ツ タ

所 結 核 菌 ヲ見 出 シ得 タ 。(東 京 市療 馬 場抄)

最 近 ノ 「レ」線 團 膣楡 査 ノ結 果

T。Misgeld:NeueEgebnissevonR6ntgenreihen-

untersuchungen.

1933年12月1日 ヨ1)1935年1月1日 迄 二 ベル リソ

ノ健 康 相 談 所 デ 「v」線 楡 査 ヲ行 ・・レタ モ 〃 ・10000人

二達 シタ。而 ジ テ健 康b思 ノ・レタ モ ノ ノ中屡 ζ(0.3-

2・3%)活 動 性 肺 結 核 症 が見 出 サ レタ 故 青 年 、 學 生 、勢

働 者 等 色 々 ノ部 門 デ 「レ」線 検 査 ヲ行 フ ベ キ デ アル 。

(東 京 市 療 馬場 抄)

BeitragezurKlinikderTubrkuloseundspezifischenTuberkuloseforschung

Band87.Heft4.1936
●

骨 並 二 關 節 結 核 ノ治 癒 状 態 ノRdntgen像

A.Rollier(Leysin):HeilungvorgangebeiKnochen-

undGelenktuberkuloseimR6ntgenbild.

骨 並 二關 節 結 核 ガ光 線療 法 、温 泉療 法 等 ニ ヨ リ治癒 ス

ル ノ ヲR6ntgenニ テ見 タル ニ、 各 場 所 ニ ヨ リ多少/

相 違 ハ ア レ ド大 髄 次 ノ過 程 ヲ経 ル 。

1・ 骨 ノ皮 質 及 ビ海 綿 質 トヲ通 ジ、 硬 化 ガ始 マ ツテ、

其 ノ境 界 が現 ノ・レル 。

2・ 残 リノ部 分 二石 灰 ガ多 量 二墳 ス。

3・ 分 泌 物 其 他 ノ病 的 生 産 物 ヲ吸 牧 ス ル。

4.骨 ノ組 ミ合 セ ニ墾 化 ヲ來 ス。

5.代 償 的 二病 的部 分 二 代 ノ・ル ベ キ 黙 ガ 活 動 シ 始 メ

ノVo

6.包 マ,レタ部 分 ノ腐 骨 片 其 他 ノ病 的 生 産 物 ヲ 同 托 吸

攻 ジテ、結 核 菌 以 外 ノ傳 染 カ ラ隔 離 ス ル。

7.癒 著 サ セル傾 向 ア リ。

8・ 機 能 的 二、 其 ノ部 分 ヲ可 成 使 用 セ ズbモ 良 イ様 二

適 懸 サ セル 。(東 京 市 療 三 神 抄)

肺 臓 ノ或 ル 特 異 ノ過 敏 性 疾 患

Dr・CesiderEnge1(上 海):Ubereineeigenartige,

anaphylaktischeErkrankungderLunge

毎年5月 末 ヨ リ6月 初 メ:一一、上 海 二流 行 ス ル 肺 臓 ノ病

氣 デ土 地 ノ者 ・・,,PrivetCongh`● ト呼 ビ臨 抹 上 ハ極

メ テ症 状 が明 カ デ ア ツ テ、或 ルー 定 ノ輕 過 ヲ トル モ ノ

デ アル 。

郎 チー般 二 全 均症 状 ・・割 合 二少 ナ イ ガ、 皮膚 が 「ヵナ

リヤ」色 二 黄 色 ニ ナ ツ テ、 鐵 錆 色 ノ喀 疾 が出 デ、 高 度

ノ「エ ナ ヂ ソ」嗜 好 細 胞 ノ塘 加 ア リ1/25%以 上 二及 ブモ

ノモ ア リ)、 肺 臓 二 ・・肺 結 核 ト似 タ、 非 常 二 立 派 ナ浸

潤 ノR6ntgen像 が現 ・・vル ガ忽 チ清 工失 セ テ痕 跡 ヲ

残 サ ズ。

解 剖 學 上 肺 臓 二 限 局 性 二生 ズ ル 浮 腫/様 ナ 形 デ現 ハ

Vル 所 ノ「ア レ・ル ギー」様 ナ 現 象 ト思 ・・Vル 故 、著 者 ハ

之 ヲ"allergischeFrUhlahrs6demderLunge"b呼

ブ。 之 ・・L6ff!er氏 が以 前 一 寸 書 カ レ・タ 、原 因不 明 ノ

浮 腫 トー 致 シテ ル。(東 京市 療 三 紳 抄),

滅 菌 又 ハ 死滅 結 核 菌 ニ ヨ ル海 狽 ノ冤 疫 試験

Dr.phil.AntonBerg(Bonn):Immunisierungsvers-

uchanMeerschweinchenmitabget6tetenundabg・

estorbenenTuberkelbacillen.

海 猿 ハ豫 メ滅 菌 結 核 菌 デ虜 置 シテ 置 ケ バ、次 二i封照 動

物 ト同量 ノ結 核 菌 ヲll謝 シ テ モ、割 合 二長 命 デ ア ル事

・・、Langer氏 等 ニ ヨ ツ テ明 カ デ アル 、 著 者 ・・高 熱 ニ

テ豫 メ滅 菌 セル結 核 菌 ニ テ所 置 シテ次 二111000000mg
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ヨ リ1/50000000mgノ 生 菌 ヲ注 射 セ リ(即 チ1000-20

Bazillen)。

先 ヅ10例 ヲ腹 膜 腔 内 二注 射 シテ3ケ 月後 生茜 ヲ注 入

セ ル ニ封 照 二比 較 シテ、5例 ハ 輕 症 ノ経 過 ヲ ト リシモ

他 ノ5例 ・・何 等 墾 リナ カ リキ。

次 二皮 下注 射 ニ テ行 ヒ シニ8例 中7例 ・・数 果 ナ ク唯

1例 丈 ガ ヤ ・輕 症 ナ リキ。

次 二111000000mgノ 再 感 染 ニ ヨル モ ノ ヲ見 ル ニ15例

中4例 ノ・輕 症 二、5例 ハ中等 症 二、6例 ・・重 症 ニ ナ レ

ル モ、封 照 二 比 シ準 均3ケ 月牛 長 命 ナ リキ。1!50000000

mgノ 再 感 染 ニ ヨル モ ノノ、ヤノ・リ3ケ 月牛 長 命 ニ テ、

内3例 ノ・重 症 二、5例 ノ・輕 症 ナ リキ。 要 ス ル ニ海 狸 ヲ

滅 菌 叉 ノ・死 滅 セル 結 核 菌 ニ テ 間隔 ヲ2週 間 置 イテ豫

メ 慮 置 シテ 後1/1000000mgカ ラ1/50000000mgノ 種

々 ノ毒 力 ノ混 合 結 核 菌 ヲ注 射 セ ル ニ、封 照 動 物 二比 シ

少 数 ・・僅 二免 疫 性 ヲ得 、即 チ死 亡 迄 二病 勢 ヤ ・緩 慢 ト

ナ レ リ、併 シ之 ヲ結 核 ・豫 防 注 射 二使 用 ス ル ニ ノ・足 ラ

ヌ。(東 京 市 療 三 耐抄)

一新 人 工 氣胸 術 療 法 藥 剤 氣胸 術

Dr.WilhelmMUIIer(Budapest、:DieMedikothorax.

EineneuePneumothoraxbehandlungsmethode.

人 工 氣 胸 術 二・・先 ヅ第 一 二清 潔 ノ瓦 斯 ヲ、第 ニ ニ ハ容

易 二吸 牧 シ得 ル 瓦斯 ヲ選 ソダ、此 ノ 目的 二用 フル 瓦 斯

・・良 ク藥 液 デ消毒 シテ用 フル 爲 二 肺 臓 ノ 表 面 ヲモ消

1毒ス ル 事 トナ ル 爲 二 拷;者・・之 ヲ.,medikothorax"ト

命 名 ス ル。 此 ノ方 法 ニ ノ・ニ ツ ノ長 所 が アル 、共 ノ第 一

ノ・從 來 ノ未 消 毒 ノ空 氣 ヲ 入 レル 時 ノ 様 二浸 出 性 肋 膜

炎 ヲ起 ス事 ハ ナ ク。第 ニ ニ ハ既 二 生 ジタ浸 出液 ヲ吸 牧

セ ジ ムル 外 二肺 結 核 ノ治 癒 ヲ早 メル 。此 ノ消毒 液 ・・次

ノ塵 方 ニ ヨル 。

Trypaflavin

.Campholi

Mentholi

Thymoli

Eucalypti

顎
,8:15

此 ノ 中Trypaflavin・ ・一・一一一部 ・・尿 中 二、 一 部 ・・喀 疾 中

二排 泄 サ レ、総 テ ノ病 原 菌 二封 シ之 ハ非 常 二殺 菌 力 弧

ク、 結 核 菌 ノ螢 育 ヲ妨 ゲル 、Menthol,Thymo1,Cam・

pherモ 亦 肺 胞 ヨ リ排 泄 サv無 刺 戟 性 ニテ 殺 箇 剤 トナ

ル 。Campher・ ・油 類 二溶 ケ テ粘 膜 力'充 血 シ テ血 行 ヲ

盛 ニ シ治 癒 ヲ早 メ ル ノ ミナ ラ ズ 肺 炎 菌 ニ ハ 有数 二働

〃^

録 【第16巻

Eukalyptus油 ハ肺臓 カラ排泄サ1/テ 去疾刺 トナル ノ

ミナラズ消…毒剤 トナル。

以上 ノ如クシテ此 ノMedikothoraxノ ・人工氣胸術 ノ

副作用殊二寝出液 ノ溜ル ヲ防ギ、且ツ臓器ノ解毒作用

ヲナヌ。(東 京市療 三紳抄)

横 隔膜下氣胸、横隔膜紳脛捻除術 ト横隔膜下氣胸ノ
■

併 用

L.M.Kugelmeier(Berlin・Charlottenburg):Der

subphrenische,,Pneuinothorax``,Subphrenischer

PneumothoraxkombieniertmitPhrenicusexairese;

Heilerforgbeikavern6serLungenphthise.

i著者 ノ・数 例 ノ肺 結 核 患 者 殊 二 空洞 ヲ有 ス ル 者 二就 テ、

横 隔 膜 紳 経 捻 除 術 ヲ行 フ ト共 二 人 工 氣 腹 術 ヲ行 フテ

手 術 ニ ヨ ッ テ横 隔 膜 ノ 高 位 置 ヲ來 ス ノ ヲ 補 ヘ バ 結 核

病 竈 ノ牧 縮 ヲ ヨ リ甚 シ クス ル/ミ ナ ラ ズ、横 隔 膜 ニ ョ

ル 肺 臓 ノ蓮 動 ヲ抑 制 シ得 テ数 果 大 ナ リ ト云 フ。

(東 京 市療 三 紳 抄)

氣 管 枝 喘 息 卜氣 管 枝 鑛 張 症

H.z.Voss(Hamburgi:AsthmabronchialeunelBro・

nchiektasien..

氣 管 枝 加答 見 ノ患 者 ・・総 テ 氣 管枝 披 張 ヲ 來 ス ト 同様

二氣 管 枝 喘 息 患 者 モ亦 同襟 二据 張 ヲ來 ス 、但 シ此 ノ場

合 ハ分 泌 物 ト喀 疾 ガ割 合 二 少 ナ イ 爲 症 候 ノ 少 ナ イ事

が アル 、著 者 ノ・臨 肱 上 観 察 シ テ死 後 解 剖 セル3例 二就

テ先 ヅ 最 初 氣 管 枝 喘 息 ヲ 螢 シ 後 肺 氣 腫 ニ テ 死 亡 セル

者 ヨ リ之 ヲ謹 明 シテ 居 ル 。(東 京 市 療 三 神 抄)

小 見 ノ粟 粒 結 核 ノ末 期 呂就 テ

Dr.VladimirMikulowski(Warschau):Uberdie

agonaleMiliartuberkulosebeiKindern.

醤 者 タ ル 者 ハ 小 見 ノ 粟 粒 結 核 ヤ 結 核 性 旙 膜 炎 等 本 來

ノ病 氣 二就 テ 注 意 ス ベ キ ノ・勿論 ナ ル モ、共 他 猶 病 見 ノ

最 後 ヲ苦 シメル 罹 病 二{1:意 ス ベ キ デ ァル 、粟 粒 結 核 ノ・

解 剖學 上 急 性 二 傳 播 サ レタ モ ノ 故 鵬 底 二 浸 出 液 ・・乗

ダナ イが善 通 デ ア ル、唯 肺 門 部 淋 巴腺 二僅 二第 一 次 感

染 ノ跡 ヲ認 メ、他 日之 が粟 粒 結 核 ノ原 因 トナ ル事 ハ認

メ得 ル事 ア リ、叉 解 剖學 上 百 日咳 ノ如 キ型 ヲ以 テ始 マ

ッ テ モ 立派 ナ 氣 管 枝 搬 張 症 ヲ有 ス ル肺 炎 が アル 、臨 殊

上 二 ・・聴 診 打 診 上 ・・モ ト ヨ リ血 液 ニ モ 脊髄 液 ニ モ亦

R6ntgen像 二於 テ モ何 等 認 ム ベ キモ ノ ナ キ 事 ア リ粟

粒結 核 ノ末 期 ガ恰 モDyphtherie叉 ・・其 他 ノ李 素 其 ノ

見 ガ罹 ツ タAphthen・Erythem三modosa等 ノ線 テ 病 人

二 ・・臨 躰 上 重 大 ト思 バ レル 病 氣 ヨ リモ、他 ノ徴候 ノ欝
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二 苦 シム事 が 往 々アル 、殊 二小 見 二於 テ ・・百 日咳 ト思

ノ・レテ ヰ タ モ ノ ノ末 期 が粟 粒 結 核 ナル 事 が 屡 くアル。

(東 京 市 療 三 赫 抄)

Meinicke氏 結 核 及 膿 卜皮 虐 ノTuberkulin及 麿

K.A.Lammli(Davos):UberdieMeinicke.Tuberk・

ulose-ReaktinunddieBeziehungenzurTuberkulin

empfindlichkeitderHaut.

7ケJl間 二肺 結 核 、 肺 臓 以 外 ノ結 核 、共 他 ノ疾 病 及 ビ

健 康 人 等総 テ ニ テ240人 一:一就 テMeinicke氏 ノ結 核

反慮 ヲ試 ミタ ル ニ次 ノ結 果 ヲ得 タ リ。

即 チ閉 鎮 性 肺 結 核及 ビ 肺 臓 外 結 核 二 比 シ 陽 性 卒 ・・開

放 性 肺 結 核及 ビ重症 結 核 ハ弧 度 二、且 ソ 頻度 モ 多 シ。

浸 出性 肋 膜 炎、人]二氣 胸 ニ ヨル浸 出 液保 有 者 等 ノ・臨 脈

上 顯 著 ナ ル症 状 アル ニ モ カ … ラ ズMeinicke氏 反 慮

ハ弱 陽 性 ナ リ。

臨 抹 上 非 結 核 性 患 者 ト思 ・・レル 者30ノ ＼二就 テ行 ヘル

ー、何 レモ 極 メ テ弱 陽 性 ニ テ類 症 鑑 別 上 有 意 義 ト思 ハ

1/ルo

次 二Meinicke氏 反 臆 ノ 外 二Pirquet氏 反 磨 ヲ150

人 二就 テ試 ミタ ル ニ、雨 者 ハ非 常 二似 タ楼 ナ結 果 ヲ示

シタ。

之 等 ・・結 核 ノallergie及 ビ免 疫 トガ 關係 シテ ル モ ノ

ト思 バ レル 。k東 京 市 療 三 棘抄)t

粟 粒 結 核 蛇 二 白血 病

W.Fischer(Rostockノ:MiliartuberkuloseundLeu.

kamie.粟 粒 結 核 ト白血 病 が輻 稜 シ テ 同時 二來 ル 事 ・・

稀 デ ア ル。著 者 ノ・斯 ル 場 合 ノ2例 ヲ見 タ ガ 、 共 ノ塵 置

ノ・ナ カナ カ困雌 デ アル。第2例 ・・62歳 ノ男 ニ テ約1ケ

年 程 淋 巴性 白血 病 ニテ 入 院 中(白 血 球42000-118000、

内淋 巴球92-98%)ニ テ、粟 粒結 核 ヲ併 狡 シテ死 亡 セ

リ、死 饅 解 剖 ノ結 果 モ亦 一 致 セ リ、之 ヲ見 ル ニ結 核 ・・

Schubラ シイ ガ 白血 病 ノ爲 抵 抗 が弱 リ シ爲 ナ ラ ソ。

第2例 ノ・62歳 ノ女 、 約 牛 ケ年 前 ヨ リ骨髄 性 白血 病 ト

シテ300.000以 上 ノ白血 球 ヲ有 セ シ ガ、牛 年 程 以 前 ヨ

リ突 然 症 状 ガ攣 化 シ テ悪 感 、 戦 標 、 獲 熱、皮 下 出血 ア

リ、 白血 球 数 モ亦10000迄 減 少 シテ死 亡 セ リ、屍 罷 解

剖 ノ結 果 、白血 病 ノ・最 早 認 メ ラ レズ結 核 菌 ニ ヨル敗 血

症 ナ リキ。

以 上 ノ2例 ヨ リ考 ヘ ル ニ 白血 病 ノ1爲 二 第 二 次 的 二結

核 ヲ獲 病 セル モ ノ ラ ジケ レ ドモ、肺 臓 共 他 二初 期 感 染

群 ノ アル 事 ヨ リ推 定 ヌ レバ 吾 人 ノ観 タ 例 ノ如 ク、白血

病 ガ第 一 ノ病 氣 デ.粟 粒 結 核 叉 ハ急 性 結 核 性 敗 血 症 が

第=二次 的 二來 ル ・モ ノ1・モ 断 言 シ得 ズ、之 ト反'"t二 第

一 次 ガ結 核 、第 二 次 が 白血 病 ナル ヤ モ知 レヌ。

(東 京 市 療 三 紳 抄.

氣 管 枝 援 張 症 ノ病 理

M.KartagenerundA.Horlacher:Zijrlich.Zur

PathogenesederBronchiektasien.Sltusviscerum

undPolyposisnasiineinenFallefamili5rerBron-

chiektasien.

或 ル ー 家 族 二 於 クル 内臓 轄 位 蛇 二 鼻 「ポ リー プ」ノ ア

ル 氣 管枝 振 張 症 、Kartagener氏 が 鼻 「ホ1,・一一一プ」ヲ件

フ 内臓 縛 位 ノ アル 患者 二 氣 管 枝 擾 張 症 ノ多 イ報 告 シ

テ ヨ リ、最 近 短 期 間 二斯 ル 患 者 ヲ出 セ ル家 庭6例 ヲ見

タ 、是 等 ・・皆 内臓 轄 位 ニ テ鼻 「ポ リー フ 」ヲ有 セ リ、斯

ノ如 ク 雨者 ノ 關 係 ハ 結 局 病 理解 剖 學 上 明 カ ナ ラ ザル

モ何 等 カ ノ因果 關 係 アル ラ シ。 ・、東 京 市 療 三 紳 抄 ノ

や

BeitragezurKlinikderTuberkuloseBd.87.Heft7.1936.

投 射 光 線 ニ ヨ ル生 家 兎肺 ノ顯微 鏡 的 観 察 ノー 法

Pfaff,W.undW.Herold.;EineMethodezur

mikroskopischenBeobachtungderLungedeslebe-

ndenKaninchensinAuHichtbeleuchtung.

生 家 兎肺 ノ顯 微 鏡 的 観 察 ノー 法 二就 テ ノ報 告 デ ア ル。

此 ノ目 的 一=適 フ 家 兎 ハ 生 後 少 ク トモ'3ケ 月 デ 髄 重

1500-3000瓦/モ ノデ アル、 手 術b襯 察 ・・「モ ル フィ

イ ソ・ウ しタ ソ」麻 酔 ノ下 二 行 ツタ。 亭 均3-4時 間 観

察 ヲ績 ケ 最 後 二麻 酔 ノ下 二失 血 死 二至 ラ シム。 装 置、

操 作 ノ詳 細 ・・抄 録 二適 セ ズ。 凍 京 市 療 池 上 抄)

Luminescenz-mikroskopieヲ 廠 用 シ タ ル 生 家 兎健

肺 及 ビ結 核 感 染 肺 ノ顯 微 鏡 的 観 察

W.PfaffundW.Herold..MikroskopischenBeo!)-

achtungenandergesundenundtuberkul6s・infizier-

tenLungedeslebendenKaninchensunterVerwen-

dungderLumienscenz-Mikroskop.

前 蓮 ノ装 置 及 ビ手技 ニ ヨ リテ 生 家 兎 二 就 テ 観 察 ヲ行

ソ タ詳 報 デ アル 。 此 ノ観 察 ・・健 肺 、其 ノ刺 戟 サ レタ状

態 及 ビ結 核 感 染肺 二就 テ行 ノ・レテ居 ル 、其 ノ細 目二就

テ ノ・抄 録 不 可能 デ ア ル。(東 京 市療 池 上 抄 〕

大 空 洞 ニ ハ 人 工 氣 胸 法 ガ ヨ イ カ 胸 廓 成 形 術 ガ ヨ イ

カ
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JollMille(Schweden):PneumothoraxoderThora・

koplastikl)eigrossenKavernen?

大 空 洞 アル 患 者 二 人 工 氣 胸 術 、 胸 廓 成 形 術 ヲ 行 ツタ

モ ノ ノ晩 期 成 績 ノ報 告 デ アル 。胸 廓 成 形 術 ハ 人 工 氣 胸

が出 來 ナ カツ タ カ、 叉 ・・出來 テ モ空 洞 ガ 閉 塞 セ ヌ モ

ノニ施 行 シタ。人 工 氣胸14例 、共 ノ中7例 ハ 治療 完 了

後 ノ1年9ケ 月乃 至8年3ケ 月 二 相 當 ス ル 今 日爾 ホ

生 存 ジ居 リ勢務 可 能 ニ テ空 洞 症 状 ハ ナ1。1例 ・・人 工

氣 胸 ノ合 併 症 デ死 亡 、1例 ・・合 併 症 ヲ起 シ テ氣 胸 が 出

來 ナ 〃 ナ リ、 後 二死 亡 、他 ノ5例 モ 無 数 デ死 亡 シタ。

胸 廓 成 形 術16例 、共 ノ 中4例 ノ・生 存 シテ 勢 務 可 能 ニ

テ空 洞 症 状 ナ シ、4例 ハ生 存 ジ居 ル モ 爾 空 洞 ア リ、3

例 ハ手 術 後 間 モナ ク死 亡 、5例 ノ・無 敷 デ 後 二死 亡 シ

タ 。 人 工 氣 胸 ・・成 形 術/禁 思bサL1ル 或 ル 例 二行 ハ

レ得 ル 、人 工 氣胸 ハ時 二胸 腔 内嶢 灼 法 ヲ必 要 トスル コ

ト アル モ、大 空洞 二i封 シテ モ良 キ永 績数 果 ヲ與 へ 合 併

症 ・・少 ナ イ。成形 術 ノ数 果 ・・人 工 氣胸 ノ数 果 ヨ リモ 良

好 トノ・云 ハ レナ イ。 手 術 死 ガ多 イ、空洞 治 癒 ヲ望 ムタ

メ ニ ノ・轍 同 ノ手 術 ヲ必 要 トス ル 。故 二先 ヅ大 空 洞 ハ人

工 氣 胸 ニ ョソ テ シバ ラ ク観 察 ス ベ キ デ アノレ、而 シ テ之

デ治 ラズ叉 成 形 術 ノ 禁 忌 トナ ラ ヌ 時 二初 メ テ 成 形 術

ヲ行 フ。場 合 ニ ヨソ テ ノ・充填 法 モ 問 題 ニ サ レル 事 が ア

ル が、斯 襟 ナ例 ・・妓 ニ アゲ タ症 例 中 ニ ノ・存 在 シナ イ。

爾 ホ著 者 ノ・人 工 氣 胸 ノ14例 、胸 廓 成 形 術 ノ16例 ヲ各

例 二就 テ詳 細 二記 載 シテ居 ル。(東 京 市 療 池 上 抄)

氣 管 枝 擬 張 症 ノ 病 因 二 就 テ 第 六 報 從 姉 弟 間 二

於 ケ ル 氣 管 枝 蹟 張 症

M.Kartagener(Universit5tZifrich):ZurPathogen・

csederBronchiektasien.VI.Mitteilung.Bronchie-

ktasienbeiVettern.

一 人 ノ・チ ユ ー リッヒデー・人 ノ・田舎 デ夫 々異 レル 外 的 條

件 ノ下 二生 活 セル 從 姉 弟 間 二 於 ケ ル 氣 管枝 披 張 症 二

就 テ記 載 シタ モ ノデ ア ソ テ、共 ノ壁 生 部 位 ・・雨例 共 二
の

Bmnchuscardiacusト 左 下 葉 氣 管枝 デ ア ソタ。1例

ノ・Lobuscardiacusノ 匠 域 二 生 ジタ 、此 ノ雨 例 ・・疑 ヒ

モ ナ ク先 天 性 、 遺 傳性 ノモ ノデ ァル 。

(東 京 市 療 池 上 抄)

結 核 患 者 ニ ア ツ テ性 慾 ハ 元 進 ス ル カ

D.Barglowski(Davos):Istdergeschlechtstriebbei

Tuberkulosekrankengesteigert?

結 核 患 者 ノ性 慾 ハ元 進 シテ 居 ル カ 否 力 ノ 問 題 ハ 文 献

二種 々二述 ベ ラ レテ居 ル、或 ハ肯 定 シ或 ノ・否 定 シ或 ノ・
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叉 性 慾 元 進 ヲ他 ノ外 因 二 節 セ ソ ト シテ 居 〃 、 著 者 ハ

20人 ノ患 者 ノ病 歴 ヲ基 礎 ト シテ此 ノ問題 ヲ研 究 ジタ、

成 ル 可 ク詳 細 ナ人 格 分 析 二 達 セ ンがタ メ 初 メ計 測 ニ

ヨル 〃 レ ヅチ メル ノ方 法 ニ ヨツ テ 盤 格 ヲ 検 べ 患者 ヲ

種 々 ノ型 二 分 ケ タ、 性 格 診 断 ノ・互vッ ナ メ ル ノpsyc・

hobiogramm二 從 ヒ常 二之 ヲ補 助 トシタ、就 中著 者 ノ・

小 見 期 ヨ リノ性 的既 往 歴 二最 モ大 ナル 債 値 ヲオ イタ。

数 例 二認 メ ラ レタ、外 見 上 ノ性 慾 充 進 ハ此 ノ詳 細 ナ人

格 分 析 カ ラ否 定 サ ソタ 、從 ツ テ著 者 ノ・結 核 ニ ヨル 性 慾

充 進 ハ 完 全 二否 定 スル 。(東 京 市 療 池 上 抄)

結 核 性 氣 管 枝 狭 碧 症 及 ビ氣 管 枝 癌 腫 トノ厘 別

FelixFleischner(Wien):Dietuberkul6seBronch。

ostenoseundihreUnterscheidungvomBronchus・

carclnom.'

著者ノ・長期間観察 シ得 タ2例 ノ結核性氣管枝狭窄症

ノ病像 ヲ述ベテ居ル、郎チ何vモ50歳 以 上ノ悪液質

性老婦人デ緩慢二進展 シタ結核症デァツタ。而 シテ臨

沐的ニモ、後 二病理解剖ニヨツテ血行性播種 ノ状 ヲ認

メタ。1例 ノ・可成 リ急性二中葉肺炎 ノ像デ始 リ、強イ

喀漱、時 二血疾 ガアリ呼吸困難 ガアソテ次第 二悪液質

ガま曾強 シタ。他ノ1例 ・・重篤ナ急性症状ノ・ナ〃、高度

ノ呼吸困難 ト咳漱 が圭ナモノデアル。是等 ノ現象ハ何

レモ結核性淋巴腺 が氣管枝二破 レタ リ、叉氣管枝内二

結核性病攣ガ塘生 シテ來タ リヌルコb二 基因スル。1

例 ニノ・前述 ノ如 ク無氣性肺炎ガ起 リ、雨例共、無氣葉

ノ廣汎ナ硬化 ヲ招來 シタ。著明ナコ トハ雨例共縦隔膜

二攣化 ノアル コトデ氣管分岐部 ノ高サニ於ケル 食道

二共 ノ右前方二於テ漏斗状 ノ牽縮 ヲ認・メタコトデア

ル。此 ノ高サニ於テ斯 ノ如 キ墾化がアル ト云フコトノ・

腓砥性縦隔膜炎、而モ例外ナク結核性淋巴腺 ヨリ生ズ

ルモノデアル トノ印象 ヲ與 フルモノデ、癌腫 ニヨル狭

窄 トノ匠別 ノ重大 ナ鮎デアル、1例 ノ・「1ノ」線的二食道

一氣管枝疲 ヲ、1例 ハ解剖ニヨツテ食道一淋巴腺及ビ

氣管枝淋巴腺痩 ヲ認 メタ、其他氣管枝鏡所見 ニヨル鑑

別 ヲ述ベテ居ル、結核性 ノ狭窄ノ・癌腫ニヨルモ ノニ比

ジテ其 ノ頻度・・遙 カニ少ナイ。(東京市療 池上抄)

肺臓ノ基質組織蛇二其ノ生理學的、病理學的意義

FranzOrsos:DieGerifstsystemederLungeund

derenp}1ysiologischeundpathologischeBedeutung.

内容 ヲ第一部、第二部 二分チ、第一部ニハ正常解剖的

關係 ヲ扱 フ、先ヅ吸氣、呼氣ノ呼吸機轄 ニヨリテ起ル

肺 ノ機械的蓮動 ヲ述 べ肺組織 ノ彊力性 ヲ有 スル要素
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ヲアゲテヰル、而シテ之二、

1)肺 胞上皮

2ノ基礎膜

3)前 膠檬繊維、基礎膜間ニアノレ網状繊維

4)毛 細管

5)強 靭 ナル膠標組織

6)特 二」臓器固有ノ弾力性基質

ヲ匠別 ジ共 ノ個 々二就テ顯微鏡窮眞ヲ掲ゲテ解説ス・

ル。更二結締織基質(前 記2)3)5))ノ 要素 ヲ次 ノ如

〃分類スル。

1.膠 様繊維

1)肺 胞道ノ隔壁輪

2)肺 胞開口部 ノ環

3)肺 胞壁ノ繊維

a)蜀 立性膠様繊維

b)呼 吸性i琿力性基質 ノ随件繊維

の 弾力繊維二連繋 ヅテ居ル繊維

β)弾 力繊維 ノ周園ヲ螺旋状二迂曲 シテヰル繊

維

4ノ 血管ヲ随件スル強靭ナ膠様繊維

∬.前 膠様繊維(銀 嗜好性繊維一格子状繊維)

5)膠 標及ビ弾力繊維束 ヲ随件ヌル纒絡性原繊維

6)肺 胞 ノ間質及ピ基礎膜中ヲ走向スル原繊維

7)毛 細管腔間 ノ原繊維

8)毛 細管周園 ノ原繊維

i懸鋼睡
e)内 環状様原繊維

9)中 隔 ノ膠様及 ビ前膠標繊維

a)「 アチヌス」間

b)細 葉間

c)肋 膜下 ノ繊維束及 ビ原繊維

次デ毛細管 ノ説明ニウツ リ夏二弾力性基質 ノ要素 ヲ

ア,グ

1.呼 吸 系基質

1)肺 胞道ノ隔壁及ビ肺胞環

2)個 々ノ肺胞壁二放散スル繊維及ビ原繊維

3)同 一肺胞道 ノ多〃ノ肺胞壁二放散スル繊維

4)近 接或ハ遠隔肺胞道輪二及ビ肺胞道間 ノ血管二

連 ナル繊維郎チ、傳力性 ノ繊維條

録 鰯

5)毛 細管上ノ繊維

2.循 環系基質

6)大 血管二随件スル繊維

7)毛 細管内繊維網(之 ・・血管 ト李行スル♪

8)毛 細管壁外周ノ繊維網(之 ハ血管 ヲ園僥スル)

3.葉 間中隔及 ビ肋膜基質

斯 〃テ弾力繊維ノー般性状蛇二肺胞道 ノ開口輸 ノ構

…造ヲ述 べ彊力性基質繊維ニハ個人的二種 々ノ攣異 ノ

アノレコトヲ記 シテヰノγ。

第二篇ニハ病的状態 ノ下二於ケル是等ノ關係 ヲ述べ、

就中、肺雛血 ト肺氣腫 ノ場合 二於 ケルモノヲ説明ス

ノレo

肺胞 ノ週期的容積墜化二肺組織 ヲ構成スル結合性弾

力性及ビ牧縮性要素、更二毛細管ヤ上皮ガ關與 シテヰ

ノレコトノ・明瞭デアル。上皮、毛細管 ノ如キニ三ノ種類

ノ組織 ハ唯局所的機轄 ノ影響 ノ下ニアルが、強キ呼吸

系弾力性結締織繊維殊二傳力性/繊 維條ハ全肺 ヲ通

ジテ汎ク行キ亙ツテヲル緊張ノ員措者及 ビ傳達者デ

アル、組織 ノ各員ハソソゾレ軍位的肺機縛二協力スル

ガ、之ニハ色 々ノ個人的愛異ガアリ、ソレが運命 ノ上

二色 々ノ影響 ヲ齎 ラスモノデアル、病的状態二於テノ・

時二著明ナ代償性肥大、 新生攣化 ヲ或種ノ組織系中

二見ル、之・・肺機能 ヲ著 シ〃容易ナラシメ生命 ヲ長 カ

ラシムル、治療ノ問題ノ・此 ノ個髄ノ機能 ヲ理解 シテ之

ヲ促進 シー時的ニテモ邪賢 ヲ避ケシムルニァル。

(東京市療 池上抄)

一般病院二於ケル胸腔鏡楡査法及ビ胸腔内焼灼法

A.B6hme:ThorakoskopieundThorakokaustikim

allgemeinenKrankenhaus.

一般病院二於 テ30ノ 病殊 ヲ有スル結核病科 ノ経験報

告デアツテ52名 ノ結核患者二胸腔鏡槍査 ヲ行ツタ ノ

デアノV、胸腔鏡検査法、焼灼法ノ適懸症 トシバ專 ラ氣

胸施行 ノ際懸垂空洞 ト云ハル ・モノニ行ッタ。操作 ハ

ヤコベウス・ウソフェル リヒトノ器具 ヲ以 テ施行サ レ

タ、索條叉ハ帯状癒著デ其ノ索状 ノ長サが充分アル場

合ニハ癒著ノ剥離ハ弱赤熱デ胸壁二接近 シテ行フ、胸

腔鏡楡査法ノ・非常二屡 く、「レソトゲソ」像ニョツテ想

像 シ得ル ヨリモ廣汎二亙ルコトガ知 ラレタ。完全剥離

ノ可能デアツタ患者ハ治癒成績 がヨイ、焼灼 ノ際大出

血ハ見ナカツタガ、約118ノ 可成 ナ高率二膿胸 ヲ招來

シタ、大髄施術後5-6週 二膿性 トナル、共 ノ豫後ハ

除 リ良好 トハ云ハレヌ、大量 ノ漿液性滲出液ハ約114
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例 二認 メ タ ガ別 二悪 影 響 ・・ナ イ、著 者 ハ結 果 良 好 ナ リ

シ5例 二就 テ詳 記 シテ ヰ ル 。(東 京 市療 池 上 抄)

結 核 小 見 ノ 「ヂ フテ リー」能 動 冤 疫

HansStarcke:AktiveDiphtherie・lmmunisierung

tuberkul6serKinder.

100例 、3同 、1蛭 ノ「ア ナ トキ シ ソ」35例1蝿 ノT.

A・F・ ヲ注 射 シ以 テ 「ヂ フ テ リー」免 疫 ヲ 行 ツタ小 見 ノ

中 、5例3同 目 ノ 「ア ナ1・キ ジ ソ」注射 ニ ヨ リ、1例 、

3同 目 ノT.A.F.注 射 ニ ゴ リテ胸 部 所 見 ノ培 悪 ヲ來 シ

タ、而シテ共 ノ全6例 二就 テ個別的 二詳記シテ居ルが

結論 トシテ是等墳悪例 ハ何 レモ注射共 ノモノニハ少

シモ強 ク反慮 シナカツタ小見デ、郎チ螢熱モ來サズ注

射部位 ニモ強イ反磨・・ナカツタ。著者ハ此 ノ塘悪ハ免

疫ニヨル抵抗力ノ低下ニヨツテ結核 ノ進展 ヲ容易ナ

ラシムルモノト見 「アナ トキシソ」T.A.F.ヲ3同 注射

ノ型式デ活動性結核二用 フルコト・・危瞼 デアル トナ

シテヰル。(東 京市療 池上抄)

9

結 核 外 專 門 雑 誌

Paratuberkulosebazillus(JohneschenBazillusジ ノ

分 離 及 ビ純 培 養

L.LangeundH.Pescatore:Beobachtungentil)er

dieGewinnungunddasVel・}altenvonReinkultu-

rendesParatuberkul():(・bazillus.(JohneschenBaz-

illus)(CentralblattfurBakteriologieOrig.'Bd.140

Nr.1)

猫 逸 二於 テ・・假 性 結 核 菌/分 離 及 ビ此 ノ純 培 養 ハ非

常 二稀 デ アル。 著 者 ・・Johne病 ノ'卜25頭 ノ腸 筈 ヨ

リ之 が分 離 培 養 ヲ試 ミ7例 ヨ リ菌 ヲ得 タ。腸 管 組 織 ・・

「ア ソチ フ ホ ル ミ ,;'.1法叉 ノ・嚥 酸 、硝 酸 ノ前 塵 置 ト加 軍

瘤 液 ノ中 和 ヲナ ス。 培 養 温 度 ノ・37(C--40。C1・ ス。

培 養 基 ・・種 々 ノモ ノヲ用 ヒタ(各 種 結 核 菌 培 地 、Dun-

kin氏 馬鈴 薯 培 地 、Rinjerd氏 及 ビDunkin氏 培 地)

分 離 培 養 二 良 好 ナ ル 成 績 ヲ 得 タ ル モ ノノ・「チ モ テ ー 」

菌 ヲ死 滅 セ シ ノテ 加 ヘ タ ルDunkin及 ビRinjerd氏

培 地 ナ))e=欠 代 培 養 ニ ノ・Dunkin氏llら 鈴 薯 培 地 モ 亦

良 好 ナ リ。 液 髄 培養 基 ・・Dunkin氏 「ブ イヨ ソ」、肝 臓'

「ブtヨ ソ」が良 〃4-6週 ニ テ獲 育 ス
。菌 株 ニ ヨ))「 ゲ

リセ リ ソ プ イヨ 毛 二登 育 ユ ル モ ノア リ。 動 物 試 験 ヲ

海 狸 、 家 兎 二就 キ ナ ス、海 狽 ・皮 下 二接 種 シ各臓 器 ・

塗 抹 標 本 二菌 ヲ詮 明 シ 艇ル モ 之 ヲ分 離 シ得 ズ、叉 肉 眼

的 二髪 化 ヲ認 メ フご 裡 口 的 二感 染 セ ンム ル ニ籔 時 間 後

ノ糞 便 中 二菌 ヲ誰 明7.、17時 間 後 ノ糞 便 中 二 ・・鏡 検

ス ル モ謹 明 シ得 ズ培 養 ニ ョ リ僅 二認 ム。 ↓H後 ニ テノ・

各 臓 器 ヨ リ菌 ヲ培 養 シ得 フご。家 兎 ノ静 脈 内 二1-r三射 ン4

時 間 後 之 ヲ屠 殺 ジ、鏡 検 シタ ル ニ肝 ノ塗 抹 標 本 ニ ノ ミ

僅 二菌 ヲ認 ∴、 肺 、 肝 、脾 ヨ リ菌 ヲ分 離 セ リ。3日 後

二屠 殺 セ ル モ ・ハ肝 、脾 ヨ リ菌 ヲ分 離 セ リ。 直腸 内 二

叉 ハ胃 内 二菌 液 ヲi,1:入シ 各 臓 器 ヲ 検 索 シタ ル モ陰 性

ナ リ。以 上 ノ成 績 ヨ リ此/菌 ・・是 等 ノ動 物 二i野 ジ毒 力

ヲ有 セ ザ ル モ ノ ・如 シ。(北 研 野 中 抄)

實 験 的 眼 結 核 症

W.A.Gray:ExperimentalTuberculosisofthe

Eye.(JournalofPathologyandBacteriology,Vol.

XLV.No.3,1937).

眼 ノ結 核 感 染 範 園 ヲ實 験 的 二 決 定 セ ソ ト シテ、28匹

ノ家 兎 ノ後 眼房 内 二弧 毒 蛇 二弱 毒 牛型 結 核 菌 、B.C.G.

及 ビ毒 力不 明 ノ人 型 結 核 菌 ノ各0.0ユmg(培 養 生 菌)ヲ

接 種 シ、斯 ク テ若 シ眼 球 二急 性 炎 衝 症 状 ガ出 現 シタ ラ

即座 二屠 殺 シ叉 症 状 が緩 徐 デ アル 様 ナ場 合 ニ ノ、18ケ

刀後 二 殺 シテ凡 テ ニ 就 テ 全 身感 染 徴 候/有 無 並 二耳

下 腺 、 肺 、 脾 、腎 及 ビ副 腎 ヲ詳 細 二検 査 シ更 二各 例 共

頭 蓋 ヲ取 リ去 リ贈 膜 ヲ可 及 的 保 存 シ、眼 球 ト連 繋 シタ

儘 二旙 髄 ヲ モ固 定 シテ切 片 ヲ作 製 シ検 査 シタ 。共 ノ結

果 ヲ綜 合 シテ次 ノ様 二約 言 シテ居 ル 。 即 チ、注 射 針 ヲ

揺 入 シタ部 分 二 ・・毎 常 炎衝 反 鷹 が見 ラ レ・、反 磨 ノ程 度

ハ供 試 菌 株 ノ毒 力 ノ弧 弱 二 依 リ左 右 セ ラ レ・テ居 タ。

B・C・G.二 依 ル 場 合 が最 モ輕 微 デ ア ツタ 。細 胞 反慮 ノ・接

績 的蔓 延 ノ状 態 ヲ示 ジ テ居 タ 。硝 子 液 ノ感 染 が常 二起

ル トノ・限 ラナ ィテ 眼球 前 部 ノ ミガ 侵 サ レル 様 ナ コ ト

モ 時 ト シテ ア ツ 契。眼 後房 が侵 サ レタ場 合 ニノ・覗 丘 部

ノ病 墾 程度 ・・菌 注 射 部 位 ノ ソ レ ト同程 度 デ ア ツタ。経

過 が慢 性 デ ア ツタ 例 二於 テ ハ1硯榊 経 ノ 退 行 墾 成 ガ眼

球 外 二迄 延 ビ テ居 タ が其!距 離 ・・微 々タル モ ノニ過

ギナ カ ツタ.全 身 感 染 ハ13例 ノ急 性 経 過 ヲ トツタ モ

ノ ・内6例 二於 テ認 メタ が、 慢 性 経 過 ヲ トッ〃15例

中 ニ ハ斯 ル モ ノノ・1例 モ無 カ ツタ 。
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(九 大 細 菌 占部 薫 抄)

中櫃 神 維 系 統 ノ結 核 殊 二 結 核 性 磯 膜 炎 二 就 テ

A.R.MacgregorandC.A.Green:Tuberculosis

oftheGeneralNervousSystem,withSpecialRef・

eren('etpTuberculousMeningitis.(JournalofPat-

hologyandBacteroilogy,Vol.XLV,Nr.3.1937.)

著 者 ・・結 核性 鵬 膜 炎 二關 シテ、細菌 學 的 蛇 二病 理 學 的

乃 至病 因 學 的 二追 究 シテ 居 ル。

1.細 菌 學 的 研 究:結 核性 鵬 膜 炎 患 者 ・脳 脊髄 液 ヨ

リ海 狸 接種 後 培 養 法 蚊 二 直援 培 養 法 二 依 リ 結 核 菌 ヲ,

分離 培 養 ジ、培 養 菌 株 凡 テ ヲ家 兎 二接 種 シテ菌 型 ヲ決

定 シ タ結 果80例 中人 型 結 核 菌 二 由 ル モ ノ76%、 ノト型

結 核 菌 二由 ル モ ノ24%デ アル コ トヲ 知 ソ タ。 胸 部 二

結 核 ノ初 感 染 ヲ受 ケ途 二 磯 膜 炎 二 迄 ナ ッ'X患 者 ノ91

%迄 ハ 欠型 結 核 菌 ノ侵襲 ヲ 蒙 ツテ 帰 タ モ ノデ残 危余 ノ

9%が'卜 型 結 核 菌 ニ ヨル モ ノデ ア ツU。 之 二反 シテ初
　

感 染 ヲ腹 部 二受 ケ テ 後 二 贋 膜 炎 ト成 ツグ 患 者 二於 テ

ハ人 型 菌 ニ ヨル 者 モ牛 型 菌 二 由 ル モ ノモ略 く同 卒 デ

ア ソタ。 次 二80例 ノ患 者 ノ年 齢 二就 テ 見 ル ニ、 其 ノ

2%・ ・'k後6・ ・月以 内 デ ア リ、.14%・ ・1歳 未 滞 、81%

ハ10歳 未 浦/K'デ ア ツタ。

ll.病 理 學 的 蛇 二病 因學 的研 究:鵬 膜 炎88例 、 鵬 膜

炎 ヲ歓 如 セ ル結 核 症2Mijlj、 計112例 ノ贋 髄 二 就 テ圭 ト

シテ所 謂"Richfoci"ヲ 検 査 ジ更 二腰 膜 炎73例(死

後 〕、贋 膜 炎 ヲ訣 如 セ ル結 核 症20例(死 後)、 結 核性 携

膜 炎 二罹 患 シテ 生 幾 セル モ ノ45例 、計138例 ノ贋 脊 髄

液 二就 テ結 核 菌 ヲ検 索 シタ結 果 、結 核 性 拶 膜 炎 ・病 理

虹 二病 因 二就 テRich及 ビMcCordock(1933)・ 見 解

二賛 意 ヲ表 シ、結 核性 鵬膜 炎 ・・多 〃 ノ場 合 中 櫃紳 縄 系

統 ノ内部 叉 ノ・其 ノ附 近 二 既存 ノ 限 局 性 病 竈 ヨ リ登 來
ヒ

ス ル モ・ノデ ア ツ テ 急 性粟 粒 結 核 症/… 部 トシ テ 直接

二登 症 スル モ ノデ ハナ イ ト謂 フ コ トが列 ツタ.

ソ レデ ア ル カ ラ ジ テ 中橿 紳終 系統 ノ結 核 症 ・・假 令騰

脊 髄 液 中 二結 核 菌 が 認 メ ラ レル 様 ニ ナ ッ〃 トシ テ モ

共 ノ病 竈 が限 局 性 ノ 儘 二 留 マ リ禰 蔓 性 浸 出 反 鷹 が起

リサ ヘ シナ 〃 レバ制厘iセ ラ レ 臨 抹 的 治 療 ヲモ 講 ゼ ラ

レ得 ル モ ノデ アル ト云 ヘ ル デ ア ラ ウ。

(九 大 細 菌 占部 薫 抄)
『
エ ピツ ベ ル ク ロー ゼ 」

M.deBrinn:Epituberculosis.(ArchivesofDisease

inChildhoodVo1.11.p.65-751936.)

「エ ビ ッ ベ ル 〃 ワー せ」・・屡 々腫 脹 シタ 肺 門 淋 巴 腺 二
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ヨツ テ氣 管 枝 が歴 セ ラ レテ オ コ ル 無 氣 肺 ノタ メ ニ 生

ズ ル。 著 者 ノ・コ レヲ「レ ソ トゲ ソ」的 二 謹 明 ス ノレタ メ.

二,無 氣肺 デ ヨ ク知 ラ レテ ヰル 患 側 ヘ ノ心 臓 ノ移 動 ノ

見 ラ レタ 「エ ピ ツベル ク ロー ゼ」ノ爲 眞 ヲ示 ジ、物 理 的

所 見 、陰 影 ノ大 サ ニZIS.行シ テ心 臓 ノ患 側 ヘ ノ移 動 並 二
ら

輕快ニヨル蕉位置ヘノ復錦ヲ連績鳥眞像 ニヨソテ設
の

明 シ テ ヰル。爾 剖 検 ニ ヨツ テ無 氣 肺 ヲ確 カメ得 タ病 理

解 剖 的所 見 ヲ1例 二於 テ述 ベ テ ヰル。然 シ著 者 ・・ス ベ

テ ノ 「エ ピ ソ ベル ク ロー ゼ」ガ 無 氣肺 ニ ヨル トノ・圭 張

シテキ ナ イ。著 者 ノ コ ノ見 解 ・・既 二1935年 二 自國(和

蘭 ♪ノ小 見 科 學 雑 誌 二獲 表 ジタ トコ ロ デ アル。

(京 大 小 見 科 松 田 道雄 抄)

家 庭 感 染 ヲ顧 慮 シ タ小 見 ノマ ンツ ウ試 験

GregoryKayne:TheMantouxtestinchildren

withspecialreferencetohome・contact(TheBritisch

JournalofChildren'sDiseasesVol.XXXIII,p.20-

31,1936.)

技 術 上 ノiE意 。 最 初10000倍 稀 繹 ノsソ ベル ク リ ン」

0.1cqカ ラ始 ズル コ1・、 判 誠 ノ・第3日 二 行 ヒ,径5mm

以 上 ヲ陽性 ト スル コ ト.

臨 肱 的意 義 。 陽性 反 慮 ト結 核 性 病 竈 ノ 活 動 性 ト ヲ直

接 關 係 ヅケ ル コ トハ出 來 ナ イ。感 染 が近 イ過 去 二行 ハ

v7場 合・・感 受性 ・・高 イ。2歳 以 下 ノ小 見 テ・・陽 性 反

臨 ・・活 動性 ヲ示 ス ト シテ ヨ イ。

陰 性 反 磨 ノ意 義。100倍 稀 繹 デ陰 性 ノ時 ハ ジメ テマ 」と

ツ ウ反 鷹 陰 性 トイヘ ル 。

家 庭 感 染 ノ機 會 ア ル モ ノ。2歳 以 下 デ 陽 性 ノモ ノハ

「レ ン トゲ ン」撮 影 ノ必 要 ガ アル
。病 竈 ノ登 見 出來 ヌ モ

ノデ モ 観 察 ノ必 要 ガ ア ル。5歳 以 上 デ陽 性 ノ見 ノ・接鰻

後6ケ 月 ・・観 察 ヲ要 ス ル。陰 性/兇 ハ 直 チ ニ隔 離 シ、

6週 間毎 週 ∫『.とツb反 慮 検 査 ノ コ ト。

(京 大'J・見 科.松 田道 雄 抄)

小 見 二 於 ケ ル 人 工 氣 胸

ChristopherRollston:Ar.tificialpneumothoraxin

children.A.recordoffiN'e(・aget.(TheBntishJou・

rnalofChildren't`DiseasesVoLXXIII,p.93,1936.)

13歳 乃 至15歳 ノ小 見 肺 結 核 ＼スベ テ女 子)二 数 年 ニ ワ

タ ツ テ成 人 二封 スル ト同 … 方 法 ニ ヨ ツ テ 氣 胸 ヲ行 ツ

〃5例 ヲ報 告 シ テヰ ル。 ソ ノ中2例 ハ 死亡 シ3例 ハ健

在 。(京 大 小 兜 科 ・松 田 道雄 抄)

黒 人 小 見 二於 ケ ル皮 虐結 核 ノー 異 例

ElmoreB.TauberandLeonGoldman:Atypical
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formsofskintuberculosisincoloredchildren.1.

Erythemaexsudativummultiformebullosum,prob-

ablyoftu『berculousoriginwithunusualtuberculin

reactions.(ArchivesofPediatricsVol.HII.p.

540-549.1936.)
の

家 族 二結 核 ヲ 有 ス ル6歳/黒 人 女 見_Erythema

exsudativummultiformebullosum)カ'生 ジタ。 奮 「ツ

ベル ク リ ソ」ノ人 型 及 牛型 ノ4/lomg二i封 シ反 慮 陰 性 。

人 型2mg二¥t・yテ ハ 陰 性 デ ア ソタ ガ牛 型2mg二 封

シテ ハ 強 陽 性 デ ア ツタ 。同 一・検 査 ヲ繰 返 シ行 ソ タ ガ成

績 ・・攣 化 シナ カ ツタ 。疹 ハ 獲 病3ケ 月後 二色 素 沈 著 ヲ

残 シテ治 癒 シタ。著 者 ハ本 疹 ハ結 核 菌 二i封ス ル皮 膚 反

鷹 ノー デ ァル ト考 ヘ テ ヰル 。

k京 大 小 兄 科 松 田 道 雄 抄)

家 庭 聲 トノ協 同 ニ ヨル 結 核 槍 査

W.P.Brown:Tuberculosissurveysastheya冊iate

withthefamilyphysician.(ArchivesofPediatrics

VoLLIII,p.570-574,1936.)

結 核 罹 患 率 ノ・活 動 性結 核 患 者 ノ家 族 二高 イ ガ、病 院 牧

容 患 者 ノ周 園槍 査 ヲ以 テ シテ ハ、家 族 外感 染 ニ ヨル 罹

患 ヲ早 期 二登 見 シ得 ナ イ。此 施 二學 校 二於 ケル 大 衆 的

検 査 ノ必 要 が アノレ。著 者 ノ・自 ラ行 ツ タ學 童 ノ結 核 検査

ノ方 法 ヲ示 ス。即 チ「ツ ベノVク リ ソ」反 磨 トtレ・ソ1・ゲ ソ」

検 査 トヲ併 用 シ、 ソ ノ結 果 ヲ小 見 ノ 家 庭 署 二 報 告 ス

ノレ。家 庭 署 ハ コ ノ報 告 ニ ヨ リ小 見 ノ家 族 ヲ検 シ、 小 見

ヲ観 察 シ、 場 合 ニ ヨ リ學 校 検 査 デ撮 影 シタ 「レ ソ トゲ

ソ」爲 眞 ヲ借 リ得 ル 。コ ノ方 法 デノ・検 査 二用 フノレ「ソ ベ

ル ク リ ソ」ガ新 鮮 デ ア リ、 ソノ検 査 ト列 讃 トガ 統 一 サ

レテ居 リ、「レ ソ トゲ ソ」剃 誼 ガ熟 練 シタ 專 門 家 ニ ヨ リ

統 一 的 二行 ノ・レ、 多 数 ノ生 徒 ガ コ レ ニ参 加 シ、且 ッ 開

業 署 ヲ駆 迫 シナ イ等 ノ諸 便 宜 ガ アル 。

(京 大 小 見 科 松 田 道雄 抄)

小 見 二 於 ケ ル 成 人 型 肺 結 核

W.LWeintraub:Adulttypepulmonarytubercul-

osisinchildren.(ArchivesofPediatricsVol .LIII,

p.588-597,1936.)

療 養 所 開設 「1929)以 來15歳 以 下 デ 成 人 型 肺 結 核 患 者

43ヲ 取 扱 ツタ。 男 卜女1・ ノ比 ・・12:31 。 中30人 ・・13

歳 以 上 デ アル 。 輕症 者 ノ・18人 デ、 喀 疾 中 二 菌 ノア ツ

タ モ/ノ ・ナ ィ。 牛倣 二 於 イテ症 状 ヲ呈 シタ。胸 部 二決

定 的 所 見 ノ ア ツタ モ/ノ ・28%、44%ノ ・何 等所 見 がナ

カ ツ/」.中 等 症 、重 症 者 二 ・・スベ テ症 状 が ア1)牛 敬 二
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喀 疾 中 二 菌 ヲ 謹 明 シタ。 重 症 者16例 中14例 ・・死 亡

シ、 中 等 症 者9例 ノ中2例 ハ死 亡 シ、2例 ・・目下重 篤

デ アル 。輕 症 者18例 中12例 ・・巡 同検 査 デ襲 見 シタ モ

ノデ13例 ノ・感 染 源 ヲ謹 明 シ得 タ。15歳 以 下 ノ成 人 型

肺 結 核 ノ重 症 ノモ ノノ・豫 後 不 良 デ アル コ ト ヲ 銘 記 ス

ベ キ デ ァル。 .(京 大 小 見 科 松 田 道雄 抄)

12歳 ノ小 見 二於 ケ ル 副 腎結 核 、 附 、 割 検 所 見

EmanuelFriedman:Tuberculosisoftheadrenal

glandinachildoftwelve,withnecropsy.(Ame・

㌃icanJournalofDiseaseofChildren.VoL51.p.

113-117,1936.)

副腎 結 核 ヲ呈 シタ12歳 ノ男 見 。疾 患 ノ始vリ カ ラ12

日後 二 死 亡 シタ。症 状 ・・成 人 ノ アヂ ソ ソ氏 病 二見 ラ レ

ル ノ ト同様 デ ア ソ タ ガ、最 モ顯 著 ナ症 胱 デ アル 色 素 沈

著 が何 慮 ニモ 認 メ ラ レナ カ ツ タ。 無 氣 力、 循 環 ノ衰

弱 、 食 慾 不振 、 多 眠 、悪 心 嘔 吐 ヨ リ副 腎結 核 ノ診 断 ガ
●

ナ サ レタ。副 腎 皮 質 ノ抽 出物 ノ・一 過 性 ニ シ カ数 果 ガ ナ

カツ タ。小 見 副 腎 結 核 ノ末 期 二見 ラ レル 痙 攣 ノ・ナ カ ソ

タ.死 ハ突 然 ノ循 環 不 全 ニ ヨソ タ。剖 検 所 見 ニ ヨ レバ

副 腎 髄 質 ・・殆 ド清 失 シ、皮 質 ニ ハ 無 倣 ノ帯 黄 結 核 結 節

ガ ア ツ タ トイ フ。副 腎 カ ラ動 物 試 験 ニ ヨツ テ結 核 菌 ヲ

謹 明 シ得 タ。(京 大 小 見 科 松 田 道 雄 抄)

閉 塞 性 肺 氣 腫 及 喘 息 ヲ起 シ タ ー 次 結 核 治 験 例

OttoAloisFaust:Primarytuberculosis,obstructive

pulmonaryemphysemaandasthmawithrecovery

(AmericanJournalofDiseaseofChildrenVol.51.

p.118-122,1936.)

結 核 小 見 デ閉 塞 ニ ヨル 肺 氣 腫 ハ 稀 デ ナ イ カ・9ケ 月 ノ

見 二初 感 染 デ コvカ ●起 ツ タ ノノ・珍 シイ。生 後3ケ 月 カ

ラ咳 漱 、 喘 鳴 ガ ァ リ氣 管 枝 喘 息 ノ診 断 ヲ受 ケ タ。X線

デ左 肺 ノ限 局 性 氣腫 、心臓 右 方 移 動 左 横 隔 膜 低 下、 左

肋 門 腔 ノ披 大 ガ謹 明 サ レタ。左 ノ氣 管 枝 異物 ヲ疑 ソ テ

氣 管 直達 鏡 デ 検 査 ジタ トコ ロ左 側 氣 管 枝 ノ 狭 窄 ヲ蛋

見 シタ 。右 氣 管枝 二小 サ ナ塊 が ア ツタ くデ コ レ ヲ切 除

シ組 織 學 的 二検 査 潔、結 核 性 デ アル コ トが確 メ得 タ。

後 一 般 症 状 ハ次 第 二輕 快 シ現 在6歳 デ 健 在 シ テヰ ル。

左 側 ノ淋 巴腺 ガ氣 管 枝 ヲ外 部 カ ラ 腿 迫 シタ タ メー カ

カル症 状 ヲ呈 シタ モ ノ ト思 バ レル。

1京 大 小見 科 松 田道 雄 抄)

皮 膚 ノー 攻 結 核

CamilleKereszturiandMorrisSiege1:,Primary

tubercu]osisoftheskin.〈AmericanJournalof
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DiseaseofChildren.Vol.51.848-855,1936.)

2歳 ノ小 見 が左 下肢 ノ膿 胞 疹/箇 塵 カ ラ 結 核 二感 染

シ、左 側 鼠 瞑 部 淋 巴 腺 腫 脹 ヲ來 タ ン、5歳 二 至 ル マ デ

左 下 肢 ノ潰 瘍 、淋 巴 腺 腫 脹 ノ治 癒 シナ カツ タ1例 ト幼

女 デ モ左 足 ノ趾 間外 傷 カ ラ結 核 二感 染 ン、4週 後 二左

鼠 瞑 部 淋 巴腺 ガ 腫 脹 シ2ケ 月後 二 結 節 性 紅 斑 ヲ生 ジ

5ケ 月後 二趾 問 ノ潰 瘍 ・・治癒 ンタ が、鼠 瞑 部 淋 巴腺 ハ

切 開 後 治 癒 二至 ル マ デ15ケ 月 ヲ 要 シタ 例bヲ 報 告

シ、皮 膚 ノー 次 結 核 ノー般 論 ヲ述 ベ テ ヰル 。

(京 大 小 見 科 松 田 道雄 抄)

人 爲 結 核 二 封 ス ル 白人 、黒 人小 見 ノ組 織 及 鷹

MiltonIleVine:Tissuereponseofwhiteandof

negrochildrentoinducedtuberculosis(American

JournalofDiseaseofChildrenVol.51.p.1052-

1058,1936.)

2mgノ 「yベ ル ク リ ソ」皮 内 注 射 二封 シ陰 性 デ ア ツタ

1ケ 月 以 内 ノ136人 ノ見 二B.C.G.0.15mgヲ 稀繹 シ テ

0.1α αト シテ左 大 腿 ノ皮 内 二 注 射 シタ。8週 以 内 二 注

射 箇所 二壌 疽 ヲ オ コ シタ モ/・ ・黒 人 乳 見 ノ85%白 人

乳 見 ノ44%デ ア ツ タ。 鼠瞑 部 淋 巴 腺 ノ 牝 膿 ヲ起 シタ

モ ノ モ黒 人 乳 見 二多 イ(黒 人47.3%、 白人24.3%、 混

血見41.7%)。 叉 鼠 瞑 部 淋 巴腺 ノ化 膿 ヲ起 シテ來 ル時

モ黒 人 乳 見 ノ方 が速 カデ アツ タ。著 者 ・・コ ノ組 織 反 鷹

ノ相 違 ヲ民 族 的 要 素 二蹄 シテ ヰル 。

(京 大 小 見 科 松 田 道雄 抄)

結 核 小見 ノ基 礎 代 謝

AnneTopperandHaroldRosenberg:Basalmet-

abolismoftuberculouschildren.(AmericanJournal

ofDiseaseofChildrenVol.52.p.266-279,1936.)

SeaView病 院 デ無 熱 ノ小 見 結 核 患 者 ヲ選 ソデ基 礎 代

謝 ヲ測 定 シタ。115人 ノ活 動 性 ノ成 人型(再 感 染 型)結

核 デ ノ・基 礎 代 謝 ハ80%二 於 テ正 常 デ アツ タ(ピ ル ケ 氏

ノ標 準 ニ ヨル)。

然 ル ニ143人 ノ活 動 性 ノ小 見 型(一 次 型)結 核 デ ・・4.2

%/ミ ガ正 常 デ残 リノ95・8%・ ・ビル ケ氏 標 準 デ10乃

至40%ノ 代 謝 上 昇 ガ アツ タ。 ベ ネヂ ク ト氏 ノ標 準 ニ

ヨ ツ テ モ俺91・8%二 於 テ 代 謝上 昇 が アツ タ。 小 見 型

ト成 人型 トノ 代 謝 ノ 相 違 ハ 病 理 的免 疫 的差 異 二基 ヅ

ク モ ノデ ァ ラ ゥ。(京 大 小 見 科 松 田道 雄 抄)

「ツ ベ ル ク リ ン」感 染 性 ノ年 齢 的 差 異

ChesterA・StewartandRalphAlyson:Sensitivity

totuberculinatdifferentageperiods(American

録 289'

JournalofDiseaseofChildrenVol.52.p.552-558.

1936.)

既 二結 核 二感 染 シテ ヰル120人 ノ 學 童b100人 ノ成

人 トニ就 テ、 奮 「ツ ベル ク リ ソ」0.02mg及 ビ精 製 蛋 白

0.0001mgヲ 皮 内 二注 射 シ、24時 間毎 二4同 検 査 シ テ

皮 膚 ノ反 磨 ノ大 サ ヲ測 定 シテ感 受 性 ヲ比較 シタ 。一 般

二小 見 ・・成 人 ヨ リモtuberculoprotein二 封 シ ヨ リ敏

感 デ アル 。 コ ノ2年 齢 間 ノ「ア し・ル ギー 」ノ相 違 ハ 「ソ

ベル ク リ ソ」感 受 性 ガ感 染 後 時 間 ト共 二徐 々 二消 失 ス

ル傾 向 ノ アノレタ メ ニ生 ズル 。結 核 感 染 ニ ヨ リ組 織 ニ モ

タ ラサv・ルtuberculoprotein二 勤 ヌル 感 受 性 ノ・甚 ダ不

安 定 デ アル。0.0001mg精 製 蛋 白 二封 スル 皮 膚 反 磨/

面積 ・・小 見 二於 テ モ成 人 二 於 テ モ0.02mgノ 「ツ ベル

ク リ ソ」二封 ヌ ル ソ レ ヨ リモ ツ ネ ニ大 キ カ ツ タ。

(京 大 小 見 科 松 田道 雄 抄)

小 見 二 於 ケ ル 結 核 感 染 ノ 範 團 蛇 ニ ソ ノ 減 少 ノ本 態

BaulW.Beaven:Extentandnatureofthedecline

oftuberculousinfectioninchildren.(American

JournalofDiseaseofChildren.Vo1.52.p.565-

586,1936.)

StrongMemorial病 院 トRochester市 立 病 院bノ 小

見 科 二1926年 カ ラ1930年 マ デ ニ 入 院 シタ4982人 ノ

小 見 ニ ツ イ テ ノ「ツ ベ ル ク リ ソ」反 庭 ヲ分 析 シタ 。ソ ノ

中480人(9.6%)ガ 陽 性 デ ア.ツタ 。 陽 性 反 磨 ・・年 齢 ト

共 二増 加 スル 。年 齢 ガ幼 イ ホ ド陽 性 反 慮 ノ意 味 ノ・大 キ

イ。1歳 カ ラ5歳 マ デ/陽 性 小 見 ノ52%二 臨 抹 上 .叉

・・X線 デ 結 核 ノ 所 見 が ア ツタ。6歳 カ ラ14歳 マ デ

ノ41.2%二 同様iノ 所 見 ガ アツ タ .1歳 カ ラ5歳 マ デ

ノ群 ノ方 ガ死 亡 率 ノ・高 イ(23.1%)。 陽性 反 慮 ノ・男 子 二

稽 く多 イ。 結 核感 染 ・・小 見 二於 テ 榮 養 ヲ殆 ド侵 サ ナ

イ。感 染 源 ノ列 明 ジ テヰ ル モ ノ・・叉 接 鰻 ノ期 間 モ長 〃

重 症 ノ モ ノ ニ多 イ。臨 沐 上 、X線 上 所 見 ヲ呈 シナ イモ

ノデ 感 染 源 ノ到 明 シテ ヰ ル モ ノ・・13.8%、 所 見 ヲ呈

ジ テ ヰル モ ノデ ノ・38%。

陽 性 傘 ハ5年 間 二62%減 少 シタ。 他 ノ 都 市 デ モ 同様

ナ減 少 ガ報 告 サ レテ ヰル 。 ソ ノ間 陽 性 ノ年 齢 的分 布 ノ・

墾 化 ジ テヰ ナ イ。 陽 性 率 ノ減 少 二拘 ラ ズ、疾 患 ノ形 態、

・・輕 症 二轄 ジテ ヰ ナ イ。症 状 ヲ呈 ヌ ル 形 態 ノ・以 前 ヨ リ

塘 加 シツ ・アル 。小 見 結 核死 亡 率 モ殆 ド攣 化 シ テヰ ナ

イ。 但 シRochester市 ノ結 核 死 亡 卒 ハ 減 少 シ、 結 核

ノ報 告 数 モ減 少 シ テ ヰ ル。「京 大 小 見科 松 田道 雄 抄 〉
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結核性組織増殖 ト肉腫組織増殖 トノ關係二 就 イテ

ノ實験的研究

田中義邦:(名 古屋署倉誌.第46巻.第6號.昭 和12

年.901頁 、

結核及 ビ悪性腫瘍が 同一膣内二合併登現スル 場合・・

臨脈的叉ハ解剖的二稀ナ事實デアル。此事實 ヨリ是等

雨疾患ノ間 ノ拮抗性二關シ種 々ノ所論ガアル。著者・・

結核性攣化 ト悪性腫瘍 トノニ病髪 ガ全均的(盟 質的)

及 ピ臓器乃至局所的二果 シテ共存的ナルカ叉 ・・拮抗

的ナル ヵ二就 イテ家兎二牛型結核菌及 ビ加藤系肉腫

ヲ接種 シ實験的研究 ヲ行ソタ。仰チ家兎 ノ皮下叉・・静

脈内へ結核菌叉ノ・肉腫細胞 ヲ時ヲ異 ニシ、例ヘバ結核

菌 ヲ前二肉腫細胞 ヲ後二或・・肉腫細胞 ヲ前二結核菌

ヲ後二、叉・・雨者 ヲ同時二注射シ各 々病攣 ヲ惹起セシ

メ、一定時日毎二其新生物ヲ別出シ或・・其家兎ヲ屠殺

シ、雨攣化ノ配 置交雑状態 ヲ肉眼的及ビ組織的二槍索

シタ。皮下注射實験デ・・結核性墾化ハ肉腫登育 ヨリモ

稽 く早期二登現 ン、初期二・・雨病攣ハ多少混在登育 シ

得ルモー定時日ノ後肉腫 が 一・度登育 ノ地歩 ヲ占ムル

時ハ其増殖力ノ・強力迅速ニシテ雨病攣部ハ全ク隔離

分立的 トナ リ、途二肉腫 ノ登育・・結核性肉芽形成 ヲ魅

倒縮小清失セシムル ヲ認メ、静脈内注射試験 ニテ・・雨

糎 畷 現二關シテ舶 白膨 響 ヨリモ寧噛 器的乃

至局所的影響大 ニシテー方 ノ病墾成立後ハ他 ノ病攣

・侵入獲育 ヲ阻害スル傾向ガアル。假令雨病攣共存ス

ルモ其病攣程度ノ・背反践行的ニシテ夫等 ・獲育増殖

ノ・全〃隔離分"11的ナル ヲ認メシム。

以上ノ成績 ヵラ曇育培殖力旺盛ナ 肉腫 ト結核性攣化

トノ・同部位叉・・同臓器 ニテ・・相互拮抗性 がアツテ共

存共立的二進捗振大スル傾向無キコトヲ關明 シ得 タ.

、是等 ノ拮抗性ハ雨病攣 ノ性質的相違 ヨリモ寧 ロ此雨

病的組織 ノ獲育力ノ弧弱 ノ相違二基 ヅクモノデァラ

ウ。(名 署大 岡田清三郎抄)
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